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１ 本計画の概要 

 

（１）背景・目的 

 南房総市及び館山市内の公共交通は、人口減少・少子高齢化や自家用車での移動を前提としたライ

フスタイルへの変化等により、利用者の減少に歯止めがかからず、取り巻く状況は厳しさを増してい

る。また、行政が公共交通の維持・確保のために負担する路線バス補助金等の財政支出が年々増大し

ている状況にある。 

 そのため南房総市及び館山市では、２市が連携し、効果的・効率的に公共交通の維持・確保に取り

組むため、令和元年 10 月に合同の協議会を立ち上げ、利便性が高く持続可能な公共交通体系の形成

を目的とする南房総・館山地域公共交通計画（以下「本計画」という。）を策定する。本計画は、地域

の特性やニーズを的確に捉えた公共交通ネットワークの構築に向けた取組について、目標や方向性、

関係者等の役割、各種事業スケジュール等を明確にした、実効性のある計画を目指すものである。 

  

（２）対象区域 

 対象区域は千葉県南房総市および館山市全域とする。 

 

図 本計画の対象区域 

南房総市 

館山市 
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２ 南房総・館山地域の現状 

 

（１）位置及び地勢 

 南房総・館山地域は千葉県房総半島南端に位置し、北西部は鋸南町、北東部は鴨川市に面している。 

西側は東京湾、東側および南側は太平洋に接しており、年間を通して温暖な気候で観光資源にも恵

まれている。 

東京から 100km 圏内にあり、1997 年 12 月の東京湾アクアライン開通により時間距離 100 分程度

で、県庁所在地である千葉市までは、2007 年 7 月の館山自動車道の開通により時間距離 90 分程度の

位置にある。 

 

 

図 対象区域の位置 

 

（２）地形 

 当該地域の北側には県下最高峰の愛宕山（408m）をはじめ、富山（349m）等の 300m 以上の山が

連なっている。館山市においては、安房丘陵の南部に位置し、東の高塚山（南房総市）が丘陵の最高

点（216m）から洲崎に向かって、標高 200m 以下の山々が並んでいる。 

 また、南房総市が過疎地域自立促進特別措置法※に基づく過疎地域に、南房総市・館山市の双方が

半島振興法に基づく半島振興対策実施地域に指定されている。 

※令和 3 年度から「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」 
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（３）地区区分 

 南房総市は、富浦地区、富山地区、三芳地区、白浜地区、千倉地区、丸山地区、和田地区の７区分

（合併前の旧町村単位）により構成された市域となっており、館山市は、船形地区、那古地区、北条

地区、館山地区、西岬地区、神戸地区、富崎地区、豊房神余地区、館野地区、九重地区の 10 地区（お

おむね小学校区単位）により構成された市域である。 

 

 

図 地区区分 
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（４）人口 

 ①人口の推移 

 地域内人口は、平成 31 年４月（令和元年度）時点で南房総市 38,081 人、館山市 46,437 人となっ

ており、地域全体で 84,518 人となっている。５年推移では、２市とも約 2,000 人程度減少しており、

地域全体で 4,753 人の減少となっている。 

また、年少人口・生産年齢人口ともに減少しており、５年間で約 6,000 人の減少となっている。対

して、老年人口は増加している。また、人口分布の状況を見ると中心市街地である館山・北条地区と、

千倉・白浜地区の海岸沿い、那古船形駅・富浦駅・岩井駅の周辺に多く見られる。 

 

 
図 人口の推移 

出典：館山市統計書、南房総市統計書 

 

 
図 人口３区分別の推移（資料：各統計書） 

出典：館山市統計書、南房総市統計書 
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図 人口分布状況（資料：国土数値情報） 

 

②世帯数の推移 

世帯数について、地域全体としては横ばいとなっており、令和元年の世帯数は南房総市で 17,223 世

帯、館山市で 22,878 世帯となっており、65 歳以上の独居世帯数では南房総市で 4,201 世帯、館山市

で 2,656 世帯となっている。比較的、白浜地区、富崎地区、富山地区、和田地区、千倉地区で独居世

帯の割合が多くなっている。 

 

 
図 世帯数の推移 
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図 高齢者独居世帯率（令和元年） 

 

 

 ③少子高齢化の進展 

 当該地域における高齢化率は、千葉県や国と比較してもその割合は高く、令和元年で南房総市

44.9％（県比較：18.1 ポイント高、国比較：16.5 ポイント高）、館山市 39.0％（県比較：12.2 ポイン

ト高、国比較：10.6 ポイント高）となっている。 

 ３人に１人以上が 65 歳以上の高齢者となっており、今後も高齢化の進行や若年層の人口流出等に

より、状況の深刻化が懸念される。 

 

 
図 高齢化率の推移（資料：各統計書） 
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（５）交通機関分担率 

 主な交通手段として自動車が選択されており、千葉県と比較して地域全体で 34.2 ポイント高い数

値を示している。館山市は、市街地を擁している関係から南房総市と比べ徒歩の割合が高い。また、

バスの選択率は県平均より 1.0 ポイント低くなっている。 

 

 
図 代表交通手段（H30PT調査） 

 

（６）道路網 

 東京湾アクアライン、館山自動車道、さらには圏央道の開通により広域的ネットワークがつながり、

自動車による交通の利便性がますます向上する一方、週末や繁忙期において、富浦 IC 入口手前の渋滞

などが発生し、主に高速バスの遅延の要因となっている。 
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（７）自動車保有台数および運転免許返納状況 

 自動車保有について、平成 30 年時点では地域全体で 60,388 台となっており、保有台数の経年変化

はあまり見られない。また、館山市はほぼ横ばいの推移をしているのに対し、南房総市は年々減少傾

向にある。 

 免許返納件数については近年増加傾向であり、平成 26 年実績より比較すると約 2.5 倍に増加して

いる。 

 

 

図 自動車保有台数の推移（資料：各統計書） 

 

 

表 館山署管内の免許返納件数の推移 

 免許返納者数（合計） 

平成 26 年 172 人 

平成 27 年 245 人 

平成 28 年 262 人 

平成 29 年 403 人 

平成 30 年 361 人 

令和元年 488 人 

令和 2 年 438 人 
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（８）地域内の主要施設 

 南房総・館山地域に立地している商業施設、医療施設、公共施設、教育施設について以下に示す。 

 

①主な商業施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 商業施設立地状況 

表 商業施設一覧 

商業施設 

南房総市 

① コメリハード＆グリーン富浦店 

館山市 

⑫ おどや船形店 

② ウエルシア南房総富浦店 ⑬ 那古健人館 

③ コメリハード＆グリーン岩井店 ⑭ カインズ館山店 

④ おどや 岩井店 ⑮ 尾張屋館山ﾏｰｹｯﾄﾌﾟﾚｲｽ 

⑤ おどや 丸山店 ⑯ おどや九重店 

⑥ コメリハード＆グリーン 丸山店 ⑰ スーパーときわや 

⑦ コメリハード＆グリーン 千倉店 ⑱ コメリ館山大神宮店 

⑧ ウエルシア南房総千倉店 ⑲ おどや大神宮店 

⑨ おどや 千倉店 ⑳ コメリパワー館山店 

⑩ スーパー権太郎 ㉑ 尾張屋館山本店 

⑪ おどや 白浜店 ㉒ おどや館山海岸店 

 
㉓ おどやｽｰﾊﾟｰｾﾝﾀｰ館山店 

㉔ おどや北条店 

㉕ イオンタウン館山 
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②医療施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 医療施設立地状況 

表 医療施設一覧 

医療施設 

南房総市 

① 生方内科クリニック 

館山市 

⑰ 小林病院 

② 原診療所 ⑱ 天野クリニック 

③ 若林医院 ⑲ 安房地域医療センター 

④ 富山歯科医院 ⑳ 九重鈴木医院 

⑤ 南房総市立富山国保病院 ㉑ 赤門整形外科内科 

⑥ 中原病院 ㉒ 鈴木内科クリニック 

⑦ 間宮医院 ㉓ 佐々木歯科 

⑧ 青木内科クリニック ㉔ 館山病院 

⑨ 石井クリニック ㉕ たてやま整形外科クリニック 

⑩ 花の谷クリニック ㉖ 原クリニック 

⑪ 野崎医院 ㉗ 北条病院 

⑫ 松永医院 ㉘ 和田眼科医院 

⑬ 七浦診療所 ㉙ 太田整形外科医院 

⑭ 白浜中央医院 ㉚ 佐伯眼科 

⑮ 和穎医院 ㉛ たてやま循環器内科外科 

⑯ 三芳病院 ㉜ 亀田ファミリークリニック館山 
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③公共施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公共施設立地状況 

表 公共施設一覧 

公共施設 

南房総市 

① 道の駅とみうら枇杷倶楽部 

館山市 

⑳ 城山公園・市立博物館 

② 南房総市役所 ㉑ 船形地区公民館 

③ 道の駅おおつの里 花倶楽部 ㉒ 若潮ホール 

④ 南房総市役所 富山地域センター ㉓ 那古地区公民館 

⑤ 道の駅富楽里とみやま ㉔ 館野地区公民館 

⑥ 富山コミュニティセンター ㉕ 九重地区公民館 

⑦ 南房総市役所和田地域センター ㉖ 豊房地区公民館 

⑧ 道の駅 和田浦ＷＡ・Ｏ！ ㉗ 神戸地区公民館 

⑨ 南房総市役所 丸山分庁舎 ㉘ 富崎地区公民館 

⑩ 丸山公民館 ㉙ 道の駅 南房パラダイス 

⑪ 道の駅 ローズマリー公園 ㉚ “渚の駅”たてやま 

⑫ 南房総市図書館 ㉛ 西岬地区公民館分館 

⑬ 南房総市役所 朝夷行政センター ㉜ 西岬地区公民館 

⑭ 道の駅 ちくら潮風王国 ㉝ 豊津ホール 

⑮ 南房総市役所 白浜地域センター ㉞ 館山地区公民館 

⑯ 白浜コミュニティセンター ㉟ 館山市コミュニティセンター 

⑰ 道の駅 白浜野島崎 ㊱ 安房都市消防本部 

⑱ 道の駅 三芳村 鄙の里 ㊲ 館山警察署 

⑲ 南房総市役所 三芳分庁舎 ㊳ 菜の花ホール 

 ㊴ 館山市役所 

㊵ 館山市図書館 

  



 

12 

 

④教育施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 教育施設立地状況 

表 教育施設一覧 

教育施設 

南房総市 

① 南房総市立富浦小学校 

館山市 

⑫ 館山市立船形小学校 

② 南房総市立富浦中学校 ⑬ 館山市立那古小学校 

③ 
南房総市立富山小学校・富山中
学校（富山学園） 

⑭ 館山市立館山市立第一中学校 

⑮ 館山市立館野小学校 

④ 千葉県立安房拓心高等学校 ⑯ 館山市立九重小学校 

⑤ 
南房総市立嶺南小学校・嶺南中
学校（嶺南学園） 

⑰ 館山市立豊房小学校 

⑱ 館山市立神余小学校 

⑥  南房総市立千倉小学校 
⑲ 

館山市立房南小学校・房南中学校
（房南学園） ⑦ 南房総市立千倉中学校 

⑧ 南房総市立白浜小学校 ⑳ 館山市立西岬小学校 

⑨ 南房総市立白浜中学校 ㉑ 館山市立館山小学校 

⑩ 南房総市立三芳小学校 ㉒ 館山市立館山中学校 

⑪ 南房総市立三芳中学校 ㉓ 館山市立北条小学校 

 

㉔ 千葉県立館山総合高等学校 

㉕ 千葉県立安房高等学校 

㉖ 千葉県安房西高等学校 

㉗ 千葉県立安房特別支援学校 
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（９）観光動向 

 渚の駅たてやまや９つの道の駅等の交流拠点をはじめ、海岸沿いを中心に魅力的な観光資源が多い

南房総・館山地域では毎年多くの観光客が訪れている。 

当該地域における観光客入込客数では、平成 30 年時点で 7,013 千人となっており、ほぼ横ばいの

推移を保っている。地域公共交通を維持するうえで、令和元年の台風被害や昨今の新型コロナウイル

スの感染拡大により遠ざかった観光客を呼び戻すことが望まれる。 

 

 
図 観光客入込客数の推移 

 

 
図 南房総・館山地域における観光資源 

5,312 
5,663 

5,322 5,366 
4,939 

1,630
1,888 1,865 1,964 2,074

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

南房総市 館山市(千人)
※令和元年はコロナによる非日常データのため未集計 

出典：館山市統計書、南房総市統計書 
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（１０）地域公共交通に及ぼす新型コロナウイルス感染症の影響 

 2020 年１月に国内で初めて新型コロナウイルス感染者が確認されて以降、日本各地に感染が拡大

し同年４月に緊急事態宣言が発令されたが、今もなお収束の兆しが見えない状況にある。 

 地域公共交通は、緊急事態宣言下においても休業要請の対象外であり、エッセンシャルワーカーと

して地域住民の「くらしの足」を守るために運行を継続している。しかしながら、収支率が他産業と

比べて高くない公共交通事業者にとって、感染拡大による利用者の更なる減少は経営危機に直結して

いる。 

 一般路線バスの利用者数は、緊急事態宣言解除後の 2020 年６月より回復傾向にあるものの、前年

比で２割～３割減少（2020 年 11 月時点）した状態が続いている。鉄道、高速バス、タクシーについ

ても一般路線バスと同等またはそれ以上に減少している。 

 そのため、公共交通事業者においては、「安心して利用してもらうための取組」と、「事業を継続す

るための工夫」を講じていくことが急務となっている。 

 地域公共交通の存続の危機に直面している中で、地方における様々な対応、取組を全力で支援する

ため、内閣府所管の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」が創設・拡充されている。 

 なお、南房総市及び館山市では、この交付金を原資として、公共交通事業者が行う利用促進に資す

る取組を支援している。 

 

 
図 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の概要 

 

 

図 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用事例集（抜粋） 
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３ 地域公共交通の現状 

 

（１）鉄道 

 地域内の鉄道路線は、ＪＲ内房線が２市エリアを北部から東部にかけて走っており、南房総市内６

駅（岩井駅、富浦駅、千倉駅、千歳駅、南三原駅、和田浦駅）、館山市内３駅（那古船形駅、館山駅、

九重駅）が所在している。このうち、千歳、和田浦、那古船形、九重の４駅が無人駅となっており、

館山市内３駅はバリアフリー対応となっているが、それ以外の駅は駅舎とホームの間に階段等があり、

バリアフリー化されていない状況である。 

 館山駅を中心とした利用がなされており、乗降客数は年々減少傾向である。 

 

 
図 駅別乗車人員 

 

（２）高速バス 

 房総なのはな号（東京方面行き）、新宿なのはな号（新宿方面行き）、南総里見号（千葉方面行き）、

羽田空港・横浜線（横浜・羽田空港方面行き）の４路線の高速バスが運行している。 

 鉄道や市内路線バスの利用者は減少している一方で、高速バス利用者は平成 30 年まで横ばい～増

加傾向にあり、広域路線として重要な役割を担っている。また、新宿なのはな号が運行開始後は、房

総なのはな号の利用者数は減少傾向となっている。 

 

 
図 高速バスの年間利用者数推移 
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館山駅 岩井駅 富浦駅 千倉駅 千歳駅 南三原駅 和田浦駅 那古船形駅 九重駅

(人/日) (人/日)

※館山駅

441,053 442,780
425,211

406,148 393,693

99,430
132,663 147,793

287,296
254,652

275,909 284,830 283,913

84,589 84,676

84,904 86,920

87,736
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250,000

300,000
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500,000

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

白浜・館山～東京 (なのはな号・ＪＲ) 館山～新宿 (新宿なのはな号・ＪＲ) 

白浜・館山～千葉 (南総里見号・日東) 館山～羽田空港 ・横浜 （日東）

(人)

※無人駅についてはデータ無し 

※令和元年はコロナ感染症拡大や台風被害による非日常データのため平成 30 年のデータを最新とする。 

出典：館山市統計書 

 

出典：館山市統計書、南房総市統計書 
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（３）路線バス及び市営路線バス（コミュニティバス） 

 一般路線バスは、日東交通株式会社とジェイアールバス関東株式会社により運行されている。 

館山駅を中心に放射状に伸びており、２市を跨ぐ広域的な路線となっている。 

 

 

図 バス路線図 

 

表 バス路線の運行状況   

路線名 分類 
運行区間 運行本数 

起点 経由地 終点 平日 
土日 
祝日 

市内線 

路線バス 

館山航空隊 ～館山駅 ～小浜 16.5 11 

白浜千倉館山線 館山駅 
千倉駅 

～安房地域医療センター・千倉駅 
～ 

～安房白浜 
～安房白浜 

5 
6 

5 
6 

館山鴨川線 館山駅 ～南三原駅・和田浦 WAO ～亀田病院 6 4 

豊房線 館山駅 ～ ～安房白浜 4.5 4.5 

南房州本線 館山駅 ～安房神戸 ～安房白浜 14 12 

洲の崎線 館山駅 ～伊戸漁港 ～相の浜 16 15 

富浦線 
市営路線バス 

富浦駅 ～ ～富浦駅 5 7 

富山線 国保病院 ～岩井駅 ～国保病院 7 6 

平群線 
廃止代替路線 

館山駅 ～三芳病院前 ～平群車庫 4 4 

丸線 館山駅 ～三芳病院前 ～川谷・細田 6 4 

丸山線 
スクール混乗 

大井細田 ～丸山地域センター前 ～千歳駅 2 0 

北三原線 嶺南学園 ～南三原駅 ～上三原 5 2.5 

※館山鴨川線：土曜日は平日の本数で運行 
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①路線バス 

 現在、地域間幹線として市内線・南房州本線・館山鴨川線の３路線が運行されている。 

 また、上記系統を補完する地域内路線として、白浜千倉館山線・洲の崎線・豊房線・丸線・平群線

が運行されている。 

※地域間幹線は、国・県・2 市の補助を受けて運行中。地域内路線は、2 市の補助を受けて運行中。 

 洲の崎線は行政補助を受けずに運行されている。 

 路線バス利用者は年々減少しており、2 市の補助金額はそれに比例するように上昇を続けている。

今後は、利用者のニーズを把握し、利便性を確保しながらも財政支出を抑制できるような利用促進策

や路線の見直し等を検討する必要がある。 

表 路線バス運行状況 

分類 路線名 運行事業者 運行区間 
運行本数 運賃 

（円） 平日 休日 

地域間 

幹線系統 

市内線 日東交通 館山航空隊～小浜 16.5 11 160～620 

南房州本線 ｼﾞｪｲｱｰﾙﾊﾞｽ関東 館山駅～安房白浜 14 12 160～610 

館山鴨川線 日東交通 館山駅～亀田病院 6 4 160～720 

地域内 

路線 
白浜千倉館山線 日東交通 

館山駅～安房白浜 

千倉駅～安房白浜 

5 

6 

5 

6 
160～930 

洲の崎線 ｼﾞｪｲｱｰﾙﾊﾞｽ関東 館山駅～相の浜 16 15 160～700 

豊房線 日東交通 館山駅～安房白浜 4.5 4.5 160～600 

丸線 日東交通 館山駅～三芳病院前 6 4 160～780 

平群線 日東交通 館山駅～三芳病院前 4 4 160～700 

 

 

図 利用者数の推移（地域間幹線系統） 
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図 地域内交通利用者数の推移（地域内路線） 

※館山・千倉線と千倉・白浜線は平成 30 年度末に統合し、現在は「白浜千倉館山線」として運行。 

 

表 令和元年度 南房総市・館山市による補助金 

分類 路線名 
南房総市補助金 

（千円） 

館山市補助金 

（千円） 

２市合計 

（千円） 

地域間幹線系統 市内線 926 - 926 

地域内路線 白浜千倉館山線 12,178 3,965 16,143 

豊房線 1,862 5,383 7,245 

丸線 7,898 5,738 13,636 

平群線 6,163 4,423 10,586 

合計 29,027 19,509 48,536 
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②市営路線バス（コミュニティバス） 

 南房総市において、自主路線２路線、スクール混乗路線２路線の計４路線が運行しており、利用者

数は富浦線が減少傾向にあるものの、全体的にほぼ横ばいとなっている。 

 南房総市におけるコミュニティバスの多くは、合併前の旧町村時代に導入されたものであり、南房

総市内の４路線は市による自家用車有償旅客運送登録とバス事業者への運行委託で運営されている。 

 

表 市営路線バス運行状況 

分類 路線名 事業者 運行区間 
運行本数 運賃 

（円） 平日 休日 

フィーダー交通 

(自主路線) 

富山線 南房総市 

（運行委託/日東交通） 

国保病院～国保病院 7 6 200 

富浦線 富浦駅～富浦駅 5 7 200 

フィーダー交通 

(ｽｸｰﾙ混乗) 

北三原線 南房総市 

（運行委託/日東交通） 

大井細田～千歳駅 5 2.5 200 

丸山線 嶺南学園～上三原 2 0 200 

 

 

 

図 市営路線別利用者数の推移 

 

表 令和元年度 南房総市・館山市による委託料 

分類 路線名 
南房総市委託料 

（千円） 

館山市委託料 

（千円） 

２市合計 

（千円） 

フィーダー交通 

(自主路線) 

富山線 8,283 - 8,283 

富浦線 8,094 - 8,094 

フィーダー交通 

(ｽｸｰﾙ混乗) 

北三原線 
14,938 - 14,938 

丸山線 

合計 31,315 - 31,315 
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（４）タクシー 

 主に南房総・館山地域内を営業地域とする事業者は６事業者であり、そのうち２事業者が地域内外

房に営業所を有している。 

車両は合計で 42 台が存在し、そのうちジャンボタクシーは２台となっている。 

 

表 南房総・館山地域を運行しているタクシー会社 

会社名 営業所 営業所位置 

登録台数 

登録台数① 
①のうちジャ

ンボタクシー 

鏡浦自動車㈱ 本社営業所 館山市北条 1882 13 1 

南房タクシー㈱ 本社営業所 館山市北条 2199-4 13 0 

(有)晝夜タクシー 営業所 館山市船形 319-2 4 0 

(有)白浜タクシー 営業所 千倉町北朝夷 187-1 4 0 

(有)古川タクシー 本社営業所 南房総市安馬谷 2064 4 1 

(有)鋸南タクシー 本社営業所 鋸南町竜島 835-7 4 0 

合   計 42 2 

令和２年３月時点 

 

（５）スクールバス 

 南房総市で 27 台、館山市で３台のスクールバスが運行しており、地域によっては、路線バスと重

複運行している区間もある。 

 

表 スクールバス運行事業の詳細 

 管轄 料金 台数 
利用対象者数 

（人） 

補助金 

（千円） 

南房総市 教育総務課 無料 27 1,190 139,397 

館山市 教育総務課 無料 3 1,344 10,573 

合計 30 2,534 149,970 

 

  

■南房総市・館山市の負担する補助金・委託料（令和元年度まとめ） 

 
南房総市補助金・委託料 

（千円） 

館山市補助金・委託料 

（千円） 

２市合計 

（千円） 

路線バス 29,027 19,509 48,536 

市営路線バス 31,315 - 31,315 

スクールバス 139,397 10,573 149,970 

合計 199,739 30,082 229,821 
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（６）民間送迎バス 

①医療送迎バス 

 館山病院、三芳病院、たてやま整形外科クリニック、小林病院において、館山市の一部病院や診療

所では、各病院の負担により、送迎バスが運行されている。 

館山病院と三芳病院においては、曜日別に多方面へ運行されている。 

 

表 地域の主な医療送迎バス一覧 

病院名 事業者 運賃 車両 

館山病院 医療法人沖縄徳洲会 無料（施設利用者限定） ワゴン車 

三芳病院 医療法人光洋会 無料（施設利用者限定） バス 

たてやま整形外科クリニック たてやま整形外科クリニック 無料（施設利用者限定） ワゴン車 

小林病院 医療法人社団寿会 無料（施設利用者限定） ワゴン車 

 

②施設送迎バス 

 宿泊施設、自動車教習所等による独自の送迎車両の運行が数多く行われており、規模の大きい宿泊

施設においては、広域的な送迎（貸切チャーター）をするなど、独自の手段を用意している。 

 

表 地域の主な施設送迎バス一覧 

企業名 事業者 運賃 車両 

地域密着型通所介護事業者 
南房総市内 10 事業者 
館山市内 16 事業者 

有料 
ワゴン車 
軽自動車 
デイサービス 

白浜オーシャンリゾート 白浜オーシャンリゾート 無料（施設利用者限定） バス 

ホテル＆リゾーツ南房総 ホテル＆リゾーツ南房総 無料（施設利用者限定） バス 

花しぶきグループ 花しぶきグループ 無料（施設利用者限定） バス 

ホテル洲の崎風の抄 ホテル洲の崎風の抄 無料（施設利用者限定） バス 

館山シーサイドホテル 館山シーサイドホテル 無料（施設利用者限定） バス 

夕日海岸昇鶴 夕日海岸昇鶴 無料（施設利用者限定） バス 

房州カントリークラブ 房州カントリークラブ 無料（施設利用者限定） バス 

館山カントリークラブ 館山カントリークラブ 無料（施設利用者限定） バス 

千倉自動車教習所 （一社）千倉交通安全協会 無料（施設利用者限定） 
バス 
個別送迎あり 

館山自動車教習所   無料（施設利用者限定） バス 

 

（７）海上交通 

 館山港は、東京湾の入口に位置し、別名「鏡ヶ浦」と呼ばれるほど波が静かな湾であり、クルーズ

客船や高速ジェット船のほか、訓練目的の帆船、実習船などが寄港するほか、海岸沿いには「“渚の駅”

たてやま」があり、展望デッキ、館山夕日桟橋などが整備された交流拠点となっている。 

毎年、小笠原諸島へ行く「おがさわら丸」や客船「にっぽん丸」、2 月～3 月の早春には、東京（竹

芝）～館山～大島を結ぶ東海汽船（株）の高速ジェット船「セブンアイランド」が寄港する。館山か

ら伊豆大島への利用のほか、所要時間が最も早く（約 75 分）、渋滞等に左右されないメリットを PR

し、東京から館山間の利用促進にも取り組んでいる。 
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（８）支援助成事業 

２市が行っている支援助成事業および運転免許返納者向けの施策を以下に示す。 

 

表 支援助成事業一覧 

事業名等 
事業者 

（主催者） 
助成額 
（円） 

備  考 
南房総市
補助金
（Ｒ1） 

館山市 
補助金 
（Ｒ1） 

2 市 
合計 

高齢者外出支
援バス利用助
成事業 

南房総市 
(健康支援課) 

160 

R２年度から要件 
一部変更 
非課税世帯 
→本人非課税 
助成額改定： 
150 円→160 円 

1,006,200  - 1,006,200 

高齢者外出支
援タクシー利
用助成事業 

南房総市 
(健康支援課) 

700 

R２年度から要件 
一部変更 
非課税世帯 
→本人非課税 
助成額改定： 
670 円→700 円 

677,370  - 677,370 

福祉タクシー
利用助成事業 

南房総市 
(健康支援課) 

700  - 892,790  - 892,790 

遠距離通学費 
補助 

南房総市 
(教育総務課) 

バスの定期券の
購入金額／自転
車購入費（在校
中１回） 

バス運賃と自転車
購入費の併給は不
可 

931,800  - 931,800 

遠距離通学 
補助 

館山市 
(教育総務課) 

通学に要するバ
ス運賃/自転車
維持管理費 

バス運賃と自転車
維持管理費の併給
は不可 

 - 100,000 100,000 

 

表 運転免許返納者向けの施策一覧 

事業名等 
事業者 

（主催者） 
助成額 
（円） 

備  考 
南房総市
補助金
（Ｒ1） 

館山市 
補助金 
（Ｒ1） 

2 市 
合計 

乗車運賃半額 日東交通 50％  -  -  -  - 

乗車運賃半額 
ｼﾞｪｲｱｰﾙﾊﾞｽ 
関東館山支店 

50％  -  -  -  - 

タクシー運賃
１割引き 

鏡浦タクシー 
南房タクシー 
白浜タクシー 
晝夜タクシー 
古川タクシー 
鋸南タクシー 

10％  -  -  -  - 

乗車運賃半額 市営路線バス 50％  -  -  -  - 

手数料助成 南房総市 
1,600 又は
2,100 

 - 81,200  - 81,200 

運賃等助成 館山市 
バス回数券、タ
クシー利用助成
券、市内共通商

 -  - 830,000 830,000 
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品券いずれか
（5,000 円分） 
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（９）地域公共交通活性化再生法の改正 

 令和２年 11 月にこれまでの地域公共交通網形成計画を「地域公共交通計画」と改め、地方公共団

体の作成を努力義務として規定された。 

 「地域旅客運送サービス継続事業」や「地域公共交通利便増進事業」等が創設され、地域における

移動手段の確保や地域公共交通の充実を図る制度が整備された。 

 

表 地域公共交通活性化再生法の制定・改正の変遷 

平成 19 年 

制定 

○地域公共交通活性化再生法を制定し、市町村が主体となって幅広い関係者の参加

による協議会を設置 

○「地域公共交通総合連携計画」の策定を通じて、地域公共交通の維持・確保や利便

性向上に取り組むことを促進する制度を整備 

平成 26 年 

改正 

○「まちづくりと連携（コンパクト・プラスネット・ワーク）」、「面的な公共交通ネ

ットワークを再構築」を図るため、地域公共交通網形成計画を法定計画として規定 

○バス路線の再編等を実施する「地域公共交通再編事業」を創設し、その実施計画に

ついて国が認定し、法律・予算の特例措置を適用することにより、計画の実現を後

押しする制度を整備 

令和２年 

改正 
○「地域公共交通計画」へ法改正 

 

■計画策定のポイント 

●まちづくり・観光振興等の地域戦略との一体性の確保 

 ・コンパクトシティ等のまちづくり施策との一体的推進 

 ・観光客の移動手段の確保、観光振興施策との連携等 

 

●地域全体を見渡した地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保 

 ・公共交通をネットワークとして捉え、幹線・支線の役割分担の明確化 

 ・ダイヤや運賃等のサービス面の改善による利用者の利便性向上 

 

●地域特性に応じた多様な交通サービスの組合せ 

 ・従来の公共交通サービスに加え、地域の多様な輸送資源（自家用有償旅客運送、福祉輸送、ス

クールバス等）を最大限活用 

 ・MaaS の導入等、新たな技術を活用した利用者の利便性向上 

 

●住民の協力を含む関係者の連携 

 ・法定協議会を設置し、住民や交通事業者等の地域の関係者と協議 

 ⇒地域の移動ニーズに合わせて、地域が自らデザインする交通へ 

＋ 
●利用者数、収入、行政負担額などの定量的な目標の設定と毎年度の評価・分析等の努力義務化 

 ⇒データに基づく PDCA を強化 
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４ 上位・関連計画 

 

（１）館山市地域公共交通網形成計画 

【計画期間】令和 2 年度～令和 7 年度（令和 2 年 3 月策定） 

【基本理念】 

１．地域で支えあい、持続可能で利便性の高い公共交通ネットワークをつくる 

２．地域の魅力を満喫できるような観光二次交通を充実させることで、衰退傾向の公共交通を下支

えする 

 

【計画の方針】 

①市街地における回遊性の向上    ②隣接自治体との広域的な連携の推進 

③主な公共交通空白地域における地域主体の交通システムの構築 

④観光二次交通の整備・確保     ⑤高齢者等支援制度の確立 

⑥公共交通を利用しやすい環境の整備 ⑦公共交通により親しんでもらうための施策展開 

 

■公共交通網将来イメージ 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

洲の崎線の延伸 

【観光二次交通の充実】 

沖ノ島路線 

【観光二次交通の充実】 

集落内へのこまめな乗入

【交通空白地の解消】 

城山シャトル・ＧＳＭ 

【交通空白地の解消】 

循環バス・路線再編 

【市街地の回遊性向上】 

循環北ルート 

循環南ルート 

既存バス路線 

 

  

 

 

洲の崎線の延伸 

【観光二次交通の充実】 

沖ノ島路線 

【観光二次交通の充実】 

集落内へのこまめな乗入

【交通空白地の解消】 

城山シャトル・ＧＳＭ 

【交通空白地の解消】 

循環バス・路線再編 

【市街地の回遊性向上】 

循環北ルート 

循環南ルート 

既存バス路線 
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（２）南房総市地域公共交通計画（令和３年策定） 

【基本理念】 

○小さな拠点と連携する公共交通網の再編により、将来都市構造を支え、地域の公共交通利用の主

流となる地域住民・来訪者の移動支援及びまちづくり・観光振興等と一体となった持続可能な魅

力ある公共交通を確立する。 

 

【計画の目標】 

①機能、役割を明確化した再編に

より、わかりやすく利便性の高

い公共交通体系を構築する 

②観光資源との連携強化により、

地域全体の活性化を図る 

③既存システムを活用した効果

的・効率的な運行を図る 

④地域住民の多様な参画により身

近な交通手段を確保する 

⑤市民、交通事業者、行政との協

働による持続可能な仕組みづく

り・地域づくり・人づくり 

 

 

 

 

※参考（南房総市地域公共交通再編実施計画（平成 28年 10月策定）） 

【網形成計画を踏まえた再編の方向性】 

○地域住民・来訪者等の二次交通の利便性確保 

○地域公共交通維持に向けた幹線・支線の明確化 

○分散型都市構造を支える交通結節点の強化 

○地域にある全ての交通モードの有効活用（地域特性に応じた多様な交通サービスの提供） 

 

【実施事業】 

①(仮称)平群・丸線の運行 

三芳・丸山地区における三芳分庁舎を中心としたハブ＆スポーク化による再編 

②館山千倉線の運行： 

 千倉地区における千倉駅を中心とした再編 

③豊房線の運行： 

 白浜地区における(仮称)白浜バスターミナルを中心とした再編 

  

 

 

 

 

 

 

凡例 

幹線路線 

支線路線 

 

主要交通結節点 

サブ拠点 

地域生活拠点 

市営路線バス富山線
の維持 

高速バスの活用 
白浜千倉線の活性化 

拠点を結ぶ 

ハブ＆スポーク 

スクールバス

の活用 

地域特性に応じた多様な生

活交通の確保 

市営路線バス 
富浦線の見直し
を維持 

豊房線の見直し 

廃止代替バス 
平群線・丸線の短縮と新しい
運行システム導入 

■新たな輸送体系イメージ 
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（３）第４次館山市総合計画 

【将来都市像】笑顔あふれる 自然豊かな 「あったか ふるさと」館山 

【後期基本計画】2021～2025 年度（令和３年度～令和７年度） 

【重視する４つの視点】 

○「ひと」をはぐくむ ～健やかなからだと豊かな心をはぐくむまちづくり～ 

○「しごと」を創る ～地域の特性と魅力を活かした産業・経済の振興と活力あるまちづくり～ 

○「まち」を築く ～美しい自然と快適な生活が調和した持続可能なまちづくり～ 

○「くらし」を支える ～ともに助け合い安全・安心で住みやすいまちづくり～ 

 

【公共交通の位置づけ】 

○地域に根ざした産業でにぎわいと豊かさあふれるまち 

・観光の振興            ・交流拠点施設を核とした地域活性化 

○生活基盤が充実し快適で暮らしやすいまち 

・住環境の充実と市街地の利便性向上 ・道路環境の充実と河川整備の推進 

・交通体系の充実…(1)地域交通網の確保・維持 (2)広域交通網の充実 

《基本方針》 

➤市民や公共交通事業者や関係機関と連携・協議をしながら、新たな技術やシステムを活用

し、市民や来訪者の交通利便性の確保・維持に努めます。 

➤路線バス・高速バスや鉄道の利便性の向上を関係機関に働きかけ、広域交通網の充実と維

持に努めます。 

 

 

（４）館山市都市計画マスタープラン 

【都市の将来像】住み良い暮らし 交流・資源 魅力のまち館山 

【計画期間】平成 21 年度～令和 11 年度（平成 21 年 4 月策定） 

【都市づくりの目標】 

○誰もが住み良いと感じられるまちづくり 

○活発な交流による賑わいの創出、活性化を目指したまちづくり 

○豊富な資源を活かしたまちづくり 

 

【公共交通の位置づけ】 

○誰もが住み良いと感じられるまちづくり 

・歩道や情報通信基盤の整備等による、利便性の高い生活空間の形成 

・交通結節機能や商業・業務機能等を備えた中心市街地の再構築 

・都市の中心部と集落地、周辺都市との連携を強化する公共交通機能の確立 

○活発な交流による賑わいの創出、活性化を目指したまちづくり 

・広域的連携機能の強化による交流・物流の活発化 

○豊富な資源を活かしたまちづくり 

・観光振興に資する自然や歴史・文化資産の利活用 

《交通関連施設等に関する整備施策》 

・（仮称）船形バイパスにおける街路（道路）事業 

・バス停における交通安全施設整備事業 

・渚の駅駐車場におけるみなと振興交付金事業及び海岸環境整備事業 
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（５）第２次南房総市総合計画 

【将来像】ひと・ゆめ・みらい 地域で創る魅力の郷 南房総 

【前期基本計画】（2018～2022 年度（平成 30～令和４年度）） 

【基本方針】 

１．優しく安心して暮らせる南房総（保険・医療・福祉） 

２．活力ある地域産業の南房総（産業・雇用） 

３．豊かな学びと文化の南房総（教育・文化・スポーツ） 

４．安全で快適な南房総（生活・自然） 

５．地域がつながる便利な南房総（道路・交通） 

６．市民が創る南房総（移住促進・市民参加・行財政） 

 

【公共交通の位置づけ】 

〇目標 

・利用者のニーズを把握しながら、鉄道や高速バスによる広域交通の利便性向上を関係機関

に強く働きかけながら、コミュニティバスなどの地域内交通のあり方を検討し、市民・来

訪者にとって利用しやすい公共交通体系の確立をめざす。 

〇主な取り組み 

 ・持続可能な地域公共交通の確立  ・高速バスの利便性向上 

 ・鉄道の機能維持・強化      ・公共交通拠点の機能強化 

 

 

（６）南房総地域半島振興計画（第４次） 

【計画期間】平成 27 年度～令和 7 年度（平成 28 年 2 月策定） 

【振興の方向性】 

１．広域的な連携に資する交通・通信基盤の充実により「開かれた地域づくり」を目指す。 

２．地域の特性を活かした産業の活性化により「活力ある地域づくり」を目指す。 

３．恵まれた自然との共生の中で「憩い癒される地域づくり」を目指す。 

４．魅力ある生活環境を形成し、住民が快適に学び暮せる「住みよい地域づくり」を目指す。 

５．県内や首都圏の各地域との活発な交流、さらには全国的、国際的な交流により「躍動する地域

づくり」を目指す。 

６．災害の発生を予防し､災害の拡大を防いで「安心して暮らせる地域づくり」を目指す。 

 

【交通・情報通信体系の整備・確保】 

○鉄道等の整備 

内房線、外房線の輸送需要の動向等に対応した車両の増結、列車の増発、快速電車運行

区間の延長、終電車の繰り下げ、乗換え駅における接続時間の短縮等による利便性の向上

並びに複線化等の促進を図る。 

○地方港湾の整備 

館山港において、南房総への海からのアクセスを可能とするため、旅客船・観光船等が

着岸できる多目的桟橋の供用を開始しており、利用状況を勘案しながら施設の拡充を図る。 

○地域における公共交通の確保 

広域的・幹線的なバス路線への助成など地域における公共交通の確保維持改善に向けて

取り組んでいく。 
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５ 地域住民や公共交通利用者の移動ニーズ 

 

（１）過年度実態調査概要 

 

実施調査 南房総市 館山市 

市民アンケート 

調査 

【対象者】 
15 歳以上の南房総市民 3,000 人 
【調査方法】 
郵送による配布・回収 
【調査期間】 
2020/1/22(水)～2020/1/31(金) 
【回答数】 
N=1,860（回収率 56.4％） 

【対象者】 
15 歳以上の館山市民 4,000 人 
【調査方法】 
郵送による配布・回収 
【調査期間】 
2018/9/18(火)～2018/9/30(日) 
【回答数】 
N=2,096（回収率 52.4％） 

公共交通利用者 

調査 

【対象者】 
路線バス、高速バス 
【調査方法】 
（路線バス） 
 調査員がバス車両に乗車 
（高速バス） 
 調査員による直接ヒアリング 
 ハイウェイオアシス富楽里、枇杷倶

楽部、安房白浜バス停にて実施 
【調査期間】 
（路線バス） 

2019/12/5 (木)始発～終発 
2019/12/15(日)始発～終発 

（高速バス） 
 2019/12/5 (木)始発～終発 
【回答数】 
（路線バス）N=966(平) N=615(休) 
（高速バス）N=142 

【対象者】 
路線バス、高速バス、鉄道利用者 
【調査方法】 
（路線バス） 
 調査員がバス車両に乗車 
（高速バス） 
 調査員による直接ヒアリング 
 館山駅、枇杷倶楽部、安房白浜バス

停にて実施 
（鉄道） 

調査員による直接ヒアリング 
 館山駅にて実施 
【調査期間】 
2018/11/6(火) 始発～終発 
【回答数】 
（路線バス）N=716 
（高速バス）N=150 
（ 鉄道 ）N=49 

公共施設利用者 

アンケート調査 

【対象者】 
施設訪問者 
【調査方法】 
調査員による直接ヒアリング 
ハイウェイオアシス富楽里、枇杷倶楽
部、和田浦ＷＡ・Ｏ！にて実施 
【調査期間】 
2019/12/5(木) 
【回答数】 
（ハイウェイオアシス富楽里）N=51 
（  枇杷倶楽部  ）N=92 
（ 和田浦ＷＡ・Ｏ！ ）N=35 

【対象者】 
施設訪問者 
【調査方法】 
調査員による直接ヒアリング 
アロハガーデン、館山駅、渚の駅、枇
杷倶楽部にて実施 
【調査期間】 
2018/11/4(日) 
【回答数】 
（アロハガーデン）N=30 
（  館山駅  ）N=103 
（  渚の駅  ）N=117 
（ 枇杷倶楽部 ）N=93 

高校生アンケート 

調査 

【対象者】 
県立安房拓心高校の生徒 
【調査方法】 
学校に協力依頼し、配布・回収 
【調査期間】 
2020/2 
【回答数】 
N=147 

【対象者】 
県立安房高校、県立館山総合高校、私
立安房西高校の生徒 
【調査方法】 
学校に協力依頼し、配布・回収 
【調査期間】 
2018/11 
【回答数】 
（ 安房高校 ）N=234 
（ 安房西高校 ）N=208 
（館山総合高校）N=166 
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実施調査 南房総市 館山市 

交通事業者 

アンケート調査 

（ヒアリング） 

【調査方法】 
調査票事前配布、必要により個別ヒア
リングを実施 
【鉄道事業者】 

JR 東日本（株）館山駅 
⇒2020/2/12（水）ヒアリング 

【バス事業者】 
ｼﾞｪｲｱｰﾙﾊﾞｽ関東（株）館山支店 

 ⇒2020/2/14（金）ヒアリング 
館山日東バス（株） 

 ⇒2020/2/14（金）ヒアリング 
日東交通（株）館山営業所 

 ⇒アンケート調査のみ 
ちばシティバス（株） 

 ⇒アンケート調査のみ 
【タクシー事業者】 
（有）白浜タクシー 
 ⇒2020/2/12（水）ヒアリング 
（株）南房タクシー 
 ⇒2020/2/14（金）ヒアリング 

【調査方法】 
調査票事前配布、必要により個別ヒア
リングを実施 
【鉄道事業者】 

JR 東日本（株）館山駅 
⇒2019/3/4 （月）ヒアリング 

【バス事業者】 
ｼﾞｪｲｱｰﾙﾊﾞｽ関東（株）館山支店 

 ⇒2019/3/7 （木）ヒアリング 
館山日東バス（株） 

 ⇒アンケート調査のみ 
日東交通（株）館山営業所 

 ⇒アンケート調査のみ 
ちばシティバス（株） 

 ⇒アンケート調査のみ 
【タクシー事業者】 

鏡浦自動車（株） 
 ⇒2019/3/11（月）ヒアリング 
（株）南房タクシー 
 ⇒2020/3/11（月）ヒアリング 

関係事業者 

アンケート調査 

（ヒアリング） 

【調査方法】 
調査票事前配布、必要により個別ヒア
リングを実施 
【調査対象】 
 南房総市観光協会 
 ⇒アンケート調査のみ 
 枇杷倶楽部 
 ⇒アンケート調査のみ 
 ハイウェイオアシス富楽里 
 ⇒アンケート調査のみ 
 地域おこし協力隊（移住担当） 
 ⇒アンケート調査のみ 

【調査方法】 
調査票事前配布、必要により個別ヒア
リングを実施 
【調査対象】 
 安房地域医療センター 
 ⇒2019/3/4 （月）ヒアリング 
 館山病院 
 ⇒アンケート調査のみ 
 たてやま整形外科クリニック 
 ⇒アンケート調査のみ 
 小林病院 
 ⇒アンケート調査のみ 
 おどや 
 ⇒2019/3/4 （月）ヒアリング 
 館山市社会福祉協議会 
 ⇒2019/3/7 （木）ヒアリング 
 ケアサービス・まきの実 
 ⇒アンケート調査のみ 
 イオンタウン館山 
 ⇒2019/3/7 （木）ヒアリング 
 株式会社ときわや 
 ⇒アンケート調査のみ 
 たてやま温泉 千里の風 
 ⇒2019/3/7 （木）ヒアリング 
 森羅 
 ⇒アンケート調査のみ 
 NPO 団体（おせっ会） 
 ⇒アンケート調査のみ 
 館山市観光協会 
 ⇒アンケート調査のみ 
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実施調査 南房総市 館山市 

住民意見交換会 

（座談会） 

【対象者】 
地区住民（どなたでも） 
【調査方法】 
対話式にて実施 
【調査期間】 
2020/11/17(火)～2021// 
【実施箇所】 
・三芳地区（2020/11/17） 
・白浜地区 
（R2～R3 年度中に開催予定） 

【対象者】 
地区住民（どなたでも） 
【調査方法】 
ワークショップ方式にて実施 
【調査期間】 
2018/9/25(火)～2018/11/14(水) 
2020/11/17(火)～2021// 
【実施箇所】 
・東虹苑地区（2018/9/25） 
・館山地区（2018/10/23） 
・船形地区（2018/10/24） 
・北条地区（2018/10/25） 
・那古地区（2018/10/30） 
・西岬地区（2018/10/31） 
・神戸地区 
（2018/11/2 2020/11/17） 
・富崎地区（2018/11/6） 
・豊房地区 
（2018/11/7，R2～R3 年度中に開催

予定） 
・神余地区（2018/11/8） 
・館野地区（2018/11/13） 
・九重地区（2018/11/14） 

  



 

32 

 

（２）地域住民の買い物や通院の移動実態について 

○１番目に多い外出目的として「買い物」は最も多く 45.9％であり、「通院」は 9.3％である。買物

選択者の利用交通手段としては「自分で車を運転」60.1％、「家族による送迎」10.4％となってお

り、「路線バス」の利用率は地域全体で 4.8％（南房総市 7.9％、館山市 2.2％）となっている。通

院選択者の利用交通手段では、「自分で車を運転」の割合が極端に減っており、「家族による送迎」

や「鉄道」「タクシー」「路線バス」等、公共交通の分担率が多くなっている。 

○２番目に多い外出目的としても「買い物」は最も多く 42.0％であり、「通院」は 17.5％である。

買物選択者の利用交通手段としては、「自分で車を運転」68.6％となっており、「路線バス」の利

用率は地域全体で 3.5％（南房総市 4.7％、館山市 2.6％）となっている。通院選択者の利用交通

手段では、「自分で車を運転」の割合を買い物と比較した場合、１番目の外出目的で比較した場合

よりも「自分で車を運転」とした割合が増えて 47.2％となっているが、それでも公共交通の利用

者は一定数存在している。 

○買い物先としては、規模の大きな「イオンタウン館山」と南房総・館山地域内に複数店舗存在し

ている「おどや」「尾張屋」等が多く利用されている。 

○通院先としては、地域の基幹病院（2 次救急病院）である「安房地域医療センター」と県南部の

基幹病院（3 次救急病院）である「亀田総合病院」が多く利用されている。 

○主に買い物目的で利用されている路線は、「丸線」「洲の崎線」「市内線」であり、通院目的では、

沿線に病院が立地している「富山線」「館山鴨川線」「白浜千倉館山線」で多い傾向にある。 

 

■１番目に多い外出目的（市民アンケート調査） 

 

 

■１番目に多い外出時の利用交通手段［買い物選択者］（市民アンケート調査） 

 

 

■１番目に多い外出時の利用交通手段［通院選択者］（市民アンケート調査） 
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32.9
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2.6

45.2

46.5
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11.4
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9.3
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3.1
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南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

通勤 通学 買い物 通院 公共施設利用 金融機関利用 遊び・趣味・習い事等 家族等の送迎 その他 無回答
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南房総市（N=821）

館山市（N=974）

地域全体（N=1,795）

鉄道 高速バス タクシー 路線バス コミュニティバス
自分で車を運転 家族による送迎 バイク・原付 自転車 徒歩
介護サービス その他 無回答
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南房総市（N=207）

館山市（N=156）

地域全体（N=363）

鉄道 高速バス タクシー 路線バス コミュニティバス
自分で車を運転 家族による送迎 バイク・原付 自転車 徒歩
介護サービス その他 無回答
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■２番目に多い外出目的（市民アンケート調査） 

 

 

■２番目に多い外出時の利用交通手段［買い物選択者］（市民アンケート調査） 

 

 

■２番目に多い外出時の利用交通手段［通院選択者］（市民アンケート調査） 

 

 

■路線別利用目的（公共交通利用者調査） 
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地域全体（N=3,914）

通勤 通学 買い物 通院 公共施設利用 金融機関利用 遊び・趣味・習い事等 家族等の送迎 その他 無回答
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南房総市（N=716）

館山市（N=929）

地域全体（N=1,645）

鉄道 高速バス タクシー 路線バス コミュニティバス
自分で車を運転 家族による送迎 バイク・原付 自転車 徒歩
介護サービス その他 無回答
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館山市（N=362）

地域全体（N=685）

鉄道 高速バス タクシー 路線バス コミュニティバス
自分で車を運転 家族による送迎 バイク・原付 自転車 徒歩
介護サービス その他 無回答
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館山鴨川線（N=324）

豊房線（N=82）

南房州本線（N=540）

洲の崎線（N=105）

富浦線（N=18）

富山線（N=29）

平群線（N=67）

丸線（N=83）

丸山線（N=6）

北三原線（N=42）

総計（N=2,279）

通勤 通学 買い物 通院 公共施設利用 金融機関利用 遊び 趣味 習い事 その他 無回答
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■主な行き先（市民アンケート調査） 

地区 順 買い物先 通院先 

南房総市 

富浦地区 

１ イオンタウン館山 安房地域医療センター 

２ おどや（館山市） 原診療所 

３ 尾張屋（館山市） 生方内科クリニック 

富山地区 

１ おどや（南房総市） 亀田総合病院 

２ イオンタウン館山 南房総市富山国保病院 

３ 尾張屋（館山市） 安房地域医療センター 

三芳地区 

１ イオンタウン館山 亀田総合病院 

２ おどや（館山市） 安房地域医療センター 

３ 尾張屋（館山市） 亀田ファミリークリニック館山 

白浜地区 

１ イオンタウン館山 亀田総合病院 

２ おどや（南房総市） 和穎医院 

３ おどや（館山市） 安房地域医療センター 

千倉地区 

１ おどや（南房総市） 亀田総合病院 

２ イオンタウン館山 野崎医院 

３ 尾張屋（館山市） 松永医院 

丸山地区 

１ おどや（南房総市） 亀田総合病院 

２ イオンタウン館山 安房地域医療センター 

３ カインズ（館山市） 九重鈴木医院 

和田地区 

１ おどや（南房総市） 亀田総合病院 

２ イオンタウン館山 安房地域医療センター 

３ ベイシア（鴨川市） 石井クリニック 

館山市 

船形地区 

１ おどや（館山市） 亀田総合病院 

２ イオンタウン館山 亀田ファミリークリニック館山 

３ 尾張屋（館山市） 小林病院 

那古地区 

１ 尾張屋（館山市） 安房地域医療センター 

２ イオンタウン館山 亀田総合病院 

３ おどや（館山市） 和田眼科医院 

北条地区 

１ おどや（館山市） 安房地域医療センター 

２ 尾張屋（館山市） 亀田総合病院 

３ イオンタウン館山 館山病院 

館山地区 

１ おどや（館山市） 安房地域医療センター 

２ 尾張屋（館山市） 亀田総合病院 

３ イオンタウン館山 館山病院 

西岬地区 

１ おどや（館山市） 赤門整形外科内科 

２ イオンタウン館山 亀田総合病院 

３ 尾張屋（館山市） 西岬診療所 

神戸地区 

１ おどや（館山市） 館山病院 

２ イオンタウン館山 安房地域医療センター 

３ 尾張屋（館山市） 和田眼科医院 

富崎地区 

１ おどや（館山市） 安房地域医療センター 

２ イオンタウン館山 天野クリニック 

３ 尾張屋（館山市） 亀田総合病院 

豊房神余地区 

１ 尾張屋（館山市） 館山病院 

２ おどや（館山市） 亀田総合病院 

３ イオンタウン館山 あいクリニック館山 

館野地区 

１ おどや（館山市） 安房地域医療センター 

２ 尾張屋（館山市） 亀田総合病院 

３ イオンタウン館山 青柳内科クリニック 

九重地区 

１ ときわや（館山市） 九重鈴木医院 

２ おどや（館山市） 安房地域医療センター 

３ イオンタウン館山 太田整形外科医院 
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（３）運転への負担度および免許返納意向について 

○運転免許証保有者のうち、83.8％の方は「運転は苦にならない」と回答しているが、「運転に苦痛・

不安を感じ始めているので、できれば控えたいが、他に代わる交通手段がないので運転を続けて

いる」が 9.1％、「すでに自分で運転することを控えている」が 2.7％存在している。 

○運転可能年齢では、「75～79 歳」が 28.8％と最も多く、次いで「80～84 歳」が 23.5％となって

おり、比較的、南房総市民のほうが運転に苦痛・不安を感じている方が多く、公共交通サービス

の不足や近くに商業施設・医療機関が無い等により、運転をせざるを得ない状況となっている。 

○免許返納意向について、地域全体で 37.9％の方が「免許を返納してもよい」と回答しており、館

山市民のほうが 2.3 ポイント高い数値を示している。また、「免許返納を検討している」が 25.6％、

「免許を返納するつもりはない」が 32.2％となっている。 

 

■運転への負担について（市民アンケート調査） 

 

 

■運転可能年齢（市民アンケート調査） 

 

 

■免許返納意向（市民アンケート調査） 

 

  

82.3

85.2

83.8

10.8

7.7

9.1

2.3

3.2

2.7

1.8

1.9

1.9

2.9

2.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南房総市（N=1,403）

館山市（N=1,548）

地域全体（N=2,951）

運転は苦にならない
運転に苦痛・不安を感じ始めているので、できれば控えたいが、他に代わる交通手段がないので運転を続けている
すでに自分で運転することを控えている
その他
無回答

2.4

3.4

2.9

6.9

9.8

8.4

19.3

21.5

20.5

31.1

26.7

28.8

25.5

21.6

23.5

10.8

13.7

12.3

3.9

3.3

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南房総市（N=1,403）

館山市（N=1,548）

地域全体（N=2,951）

６５歳未満 ６５～６９歳 ７０～７４歳 ７５～７９歳 ８０～８４歳 ８５歳以上 無回答

35.3

40.2

37.9

28.4

22.9

25.6

31.8

32.6

32.2

4.5

4.2

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南房総市（N=1,403）

館山市（N=1,548）

地域全体（N=2,951）

免許を返納してもよい 免許返納を検討している 免許を返納するつもりはない 無回答



 

36 

 

（４）外出困難者の実態について 

○南房総・館山地域において、「外出できない」方は全体の 1.0％である。また、家族等の送迎や介

護サービスにより外出している方は全体の 8.0％であった。 

○外出時に交通手段がなくて困ることについて、困ることないと回答している方が 8 割程度である

が、鉄道や路線バス・タクシーに関する困りごとが合わせて 11.0％となっている。 

○困るときの対応としては、「不便だが、やむを得ず路線バスや鉄道を利用する」が全体の半数以上

を占めており、館山市では「タクシー利用」も一定数存在している。 

 

■外出困難者の割合（市民アンケート調査） 

 

 

■普段、外出する時に交通手段がなくて困ることの有無（市民アンケート調査） 

 

 

■困るときの対応（市民アンケート調査） 

 

  

91.4

89.4

90.3

6.6

7.4

7.0

0.7

1.4

1.0

0.8

1.1

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

ひとりで外出できる 家族等の送迎で外出できる 介護サービスを利用し外出できる 外出できない 無回答

71.1

71.3

71.2

8.7

12.0

10.5

0.6

2.6

1.7

11.6

7.3

9.3

1.5

1.6

1.6

6.4

5.2

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

自分で自家用車やバイク、自転車を運転できるため、困ることはない
家族や知人が送迎してくれるため、不便なときはあるが困ることはない
主にタクシーを利用するが、待ち時間や運賃等で困ることがある
バス停や駅まで歩いていき、路線バスや鉄道を利用することはできるが、便数、運賃等で困ることがある
自力での外出が困難であり、困っている
無回答

17.2

60.8

27.2

2.0

19.2

15.6

4.4

7.2

37.0

48.6

21.6

1.4

15.4

10.6

2.4

6.3

26.2

55.2

24.7

1.7

17.5

13.3

3.5

6.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

不便なときもあるが、タクシーを利用する

不便だが、やむを得ず路線バスや鉄道を利用する

家族・友人などに送迎してもらう

介護サービスを利用する

徒歩または自転車で移動する

外出するのをあきらめる

その他

無回答

南房総市（N=250）

館山市（N=208）

地域全体（N=458）
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（５）鉄道の利用実態について 

○鉄道の利用状況について、日常的に利用している方（週に１日以上）は 3.2％であり、「鉄道は利

用しない」との回答している非利用者は 55.4％となっている。 

○鉄道を利用しない理由として、「鉄道を利用する用事が特にないから」が 60.9％と最も多く、次

いで「高速バスのほうが便利だから」50.1％、「本数が少ないから」16.5％となっている。 

○運行サービスの満足度について、比較的満足傾向にある項目では、「到着時間の正確さ」「もっと

もよく利用する駅舎の快適さ」「乗務員・係員の対応」が挙げられる。また、不満傾向にある項目

では、「運行本数・運行時間帯」「鉄道・バスとの乗り継ぎのしやすさ」「運賃」となっている。 

○館山駅利用者の改善してほしいサービスとしては、「鉄道の運行本数の増便」が 55.1％と最も多

く、次いで「路線バスの運行本数の増便」「路線バスの運行時間帯の拡大」が 4.1％となっている。 

 

■利用状況（市民アンケート調査） 

 

 

■鉄道を利用しない理由（市民アンケート調査） 

 

2.0

1.7

1.8

0.6

0.4

0.5

1.4

0.4

0.9

3.2

2.4

2.8

4.3

3.1

3.7

22.8

28.1

25.7

56.3

54.6

55.4

1.2

2.1

1.7

8.2

7.3

7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日 月に１日程度

年に数回程度 鉄道は利用しない その他 無回答

63.2

15.6

0.3

47.9

1.3

3.8

3.2

4.5

5.0

2.6

0.9

5.4

2.3

58.8

17.3

0.3

52.1

2.1

3.1

1.1

5.5

3.6

2.0

0.4

4.3

1.4

60.9

16.5

0.3

50.1

1.7

3.4

2.1

5.0

4.2

2.3

0.6

4.8

1.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

鉄道を利用する用事が特にないから

本数が少ないから

駅に待合空間がなく、待ち時間が苦痛だから

高速バスのほうが便利だから

運賃が高いから

時間がかかるから

駅までの交通手段がないから

乗り換えがあり、歩く必要があるから

駅周辺に駐車場がないから

駅周辺の駐車場が有料だから

鉄道の利用の仕方がわからないから

その他

無回答

南房総市（N=1,024）

館山市（N=1,144）

地域全体（N=2,168）
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■運行サービスの満足度（市民アンケート調査） 

 

 

■改善してほしいサービス（公共交通利用者調査） 

 

1.7

1.0

1.4

4.6

5.2

4.9

26.6

28.4

27.5

4.6

7.6

6.2

5.4

8.1

6.8

2.4

2.5

2.5

2.6

1.9

2.2

2.7

2.7

2.7

1.7

1.7

1.7

4.8

4.7

4.8

13.0

11.7

12.3

7.0

10.8

9.0

7.2

8.8

8.0

2.9

4.7

3.9

2.6

2.9

2.7

3.4

5.2

4.3

21.7

16.2

18.8

44.9

45.9

45.5

31.8

32.4

32.1

44.9

44.3

44.6

51.3

49.1

50.1

30.1

35.7

33.1

44.4

43.5

43.9

48.6

51.7

50.3

24.4

22.5

23.4

10.6

10.4

10.5

1.5

1.7

1.6

8.4

6.3

7.3

3.9

4.5

4.2

21.0

18.2

19.5

14.6

16.6

15.7

10.8

8.3

9.5

26.2

34.6

30.7

7.3

6.9

7.1

1.2

0.8

1.0

5.7

3.1

4.3

2.4

1.8

2.1

15.0

10.4

12.6

7.0

7.9

7.5

4.6

3.6

4.1

24.3

23.9

24.1

27.8

26.9

27.3

25.9

25.0

25.4

29.4

27.9

28.6

29.9

27.8

28.8

28.5

28.4

28.5

28.7

27.3

28.0

29.9

28.5

29.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

運
行

本
数

・
運

行

時
間

帯

時
刻

表
・

路
線

図

等
の

運
行

情
報

案

内

到
着

時
間

の
正

確

さ

最
も

よ
く

利
用

す

る
駅

舎
の

快
適

さ

乗
務

員
・

係
員

の

対
応

鉄
道

・
バ

ス
と

の

乗
り

継
ぎ

の
し

や

す
さ

運
賃

予
約

・
運

賃
支

払

い
手

続
き

の
し

や

す
さ

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

55.1 

0.0 

4.1 

4.1 

0.0 

0.0 

6.1 

40.8 

鉄道の運行本数の増便

鉄道の運行時間帯の拡大

路線バスの運行本数の増便

路線バスの運行時間帯の拡大

駅周辺への駐車場等の整備

駅前広場の整備

その他

無回答

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

運行本数・
運行時間帯 

時刻表・路

線図等の運
行情報案内 

到着時間の
正確さ 

最もよく利

用する駅舎
の快適さ 

乗務員・係
員の対応 

運賃 
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（６）高速バスの利用実態について 

○高速バスの利用状況について、日常的に利用している方（週に１日以上）は 1.4％であるが、「高

速バスは利用しない」との回答している非利用者は、鉄道より半数程度減り 24.2％となっている。 

○高速バスを利用しない理由として、「高速バスを利用する用事が特にないから」が 84.2％と最も

多く、他の項目はすべて１割弱となっている。 

○運行サービスの満足度について、比較的満足傾向にある項目では、「運行ルート（行き先）」「運行

本数・運行時間帯」「到着時間の正確さ」が挙げられる。また、不満傾向にある項目では、「バス

停留所周辺での駐車場の確保のしやすさ」「鉄道・路線バスとの乗り継ぎのしやすさ」「バス停留

所の待合空間」となっている。 

○高速バス利用者の改善してほしいサービスとしては、「運行時間帯の拡大」が 14.7％と最も多く、

次いで「運賃の割引」が 10.6％となっている。 

 

■利用状況（市民アンケート調査） 

 

 

■高速バスを利用しない理由（市民アンケート調査） 

 

  

0.5

0.3

0.4

0.2

0.2

0.2

0.5

1.0

0.8

4.3

5.9

5.2

8.4

10.5

9.5

49.9

49.2

49.5

26.2

22.5

24.2

2.1

2.6

2.4

8.0

7.7

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日 月に１回程度

年に数回程度 高速バスは利用しない その他 無回答

83.6

1.7

0.8

3.8

1.7

0.6

3.6

2.1

4.6

10.5

4.6

84.7

2.3

0.6

4.7

3.0

0.6

1.9

1.7

5.1

9.1

2.3

84.2

2.0

0.7

4.2

2.3

0.6

2.7

1.9

4.9

9.8

3.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

高速バスを利用する用事が特にないから

本数が少ないから

バス停に待合空間がなく、待ち時間が苦痛だから

鉄道のほうが便利だから

運賃が高いから

時間がかかるから

バス停までの交通手段がないから

バス停周辺に駐車場がないから

高速バスの利用の仕方がわからないから

その他

無回答

南房総市（N=476）

館山市（N=472）

地域全体（N=948）
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■運行サービスの満足度（市民アンケート調査） 

 

 

■改善してほしいサービス（公共交通利用者調査） 

 

  

19.7

19.6

19.6

16.3

17.7

17.0

13.2

12.2

12.6

9.7

7.9

8.7

9.4

8.7

9.0

7.9

8.9

8.4

11.7

11.5

11.6

6.7

6.8

6.7

5.3

5.2

5.3

10.2

4.6

7.2

21.0

22.5

21.8

21.2

21.7

21.4

18.0

18.7

18.3

11.9

11.4

11.6

11.7

13.5

12.6

12.2

12.2

12.2

15.6

17.2

16.5

11.9

11.5

11.7

9.1

8.6

8.8

12.0

7.1

9.4

33.6

33.8

33.7

30.3

31.3

30.8

38.0

39.4

38.7

44.7

46.1

45.5

43.8

46.9

45.4

48.6

50.8

49.7

46.6

47.0

46.8

40.8

41.2

41.0

43.5

44.6

44.1

32.8

32.9

32.8

3.1

4.4

3.8

8.7

8.1

8.4

8.1

8.0

8.1

10.8

11.7

11.3

10.6

8.6

9.5

6.6

5.9

6.2

2.8

2.9

2.8

14.0

15.9

15.0

11.9

14.6

13.3

15.3

21.4

18.6

1.3

0.9

1.0

2.1

1.7

1.9

1.0

1.8

1.4

1.3

3.0

2.2

2.1

1.8

1.9

1.6

1.1

1.3

0.6

0.5

0.5

4.4

3.1

3.7

5.8

3.1

4.3

6.5

10.8

8.8

21.3

18.9

20.0

21.5

19.6

20.4

21.7

20.0

20.8

21.6

19.9

20.7

22.3

20.7

21.4

23.1

21.1

22.0

22.8

20.8

21.8

22.3

21.5

21.9

24.4

23.9

24.1

23.2

23.1

23.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

運
行

ル
ー

ト

（
行

き
先

等
）

運
行

本
数

・
運

行
時

間
帯

到
着

時
間

の
正

確
さ

運
賃

予
約

・
運

賃
支

払
い

手
続

き
の

し
や

す
さ

時
刻

表
・

路
線

図
等

の
運

行
情

報
案

内

乗
務

員
・

係
員

の
対

応

バ
ス

停
留

所
の

待
合

空
間

鉄
道

・
路

線
バ

ス
と

の
乗

り
継

ぎ
の

し
や

す
さ

バ
ス

停
留

所
周

辺
で

の
駐

車
場

の
確

保
の

し
や

す
さ

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

6.8
14.7

10.6
1.4

6.5
2.7

1.7
4.5

1.4
1.0

7.2
2.1

0.7
2.7

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0

運行時間の拡大
運行本数の増加

運賃の割引
バス停設置（新設 移設等）
運行ルート（新設 変更等）

快適なバス車両の導入
公共交通の乗継利便性向上

バス停環境の改善
情報提供の強化等

乗務員のサービス改善
行き先（新設 変更等）

バス停駐車場の整備
バスターミナル整備

その他

運行ルート 
(行き先等) 

運行本数・運
行時間帯 

到着時間の

正確さ 

運賃 

予約・運賃支
払い手続き

のしやすさ 

時刻表・路線

図等の運行
情報案内 

乗務員・係員

の対応 

バス停留所

の待合空間 

鉄道・路線バ
スとの乗り

継ぎのしや
すさ 

バス停留所

周辺での駐
車場の確保
のしやすさ 
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（７）路線バスの利用実態について 

○路線バスの利用状況について、日常的に利用している方（週に１日以上）は 3.8％であり、「路線

バスは利用しない」との回答している非利用者は 74.6％となっている。 

○路線バスを利用しない理由として、「路線バスを利用する用事が特にないから」が 69.8％と最も

多く、次いで「本数が少ないから」が 15.9％となっている。また、南房総市では「使いたい時間

にバスが運行していない」、館山市では「バス停に待合空間がなく、バス待ちが苦痛だから」の項

目で特徴的にあらわれている。 

○運行サービスの満足度について、すべての項目で不満傾向にあり、特に「運行本数」「運行時間

帯」「バス停留所の待合空間」となっている。 

○路線バス利用者の改善してほしいサービスとしては、「運行本数」が 39.5％と最も多く、次いで

「運行時間帯」が 16.2％となっている。 

 

■利用状況（市民アンケート調査） 

 

 

■路線バスを利用しない理由（市民アンケート調査） 

  

0.2

0.3

0.3

0.9

1.0

1.0

3.2

2.0

2.6

4.5

3.0

3.7

2.0

2.1

2.1

7.1

11.5

9.5

76.7

72.8

74.6

0.9

1.1

1.0

4.4

6.2

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日 月に１日程度

年に数回程度 路線バスは利用しない その他 無回答

68.3

19.3

1.2

0.4

10.3

5.6

1.6

7.9

10.7

0.9

5.7

1.9

0.5

10.1

3.5

71.1

12.8

11.6

4.7

5.6

2.5

8.4

7.3

4.4

1.6

0.2

0.0

0.0

6.0

3.5

69.8

15.9

6.6

2.7

7.8

4.0

5.1

7.6

7.4

1.3

2.8

0.9

0.2

7.9

3.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

バスを利用する用事が特にないから

本数が少ないから

バス停に待合空間がなく、バス待ちが苦痛だから

タクシーのほうが便利だから

自宅の近くにバス停がないから

時間がかかるから

バス停まで歩いていけないから

目的地に行くバスがないから

使いたい時間にバスが運行していないから

バスの利用の仕方がわからないから

運賃が高いから

バスに関する情報が無く不安だから

バスが走っていることを知らないから

その他

無回答

南房総市（N=1,395）

館山市（N=1,525）

地域全体（N=2,920）
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■運行サービスの満足度（市民アンケート調査） 

 

 

■改善してほしいサービス（公共交通利用者調査） 

 

1.2

0.9

1.0

1.2

1.0

1.1

2.1

2.6

2.4

1.8

1.4

1.6

1.6

1.7

1.6

2.9

3.0

2.9

2.0

2.1

2.1

1.9

1.3

1.6

5.2

4.2

4.7

1.5

1.1

1.3

3.8

3.0

3.4

1.4

2.2

1.8

1.2

2.1

1.7

2.6

4.2

3.5

1.7

2.8

2.3

1.8

2.9

2.4

4.7

6.1

5.5

3.1

5.3

4.3

2.1

2.4

2.3

3.9

4.5

4.2

1.3

2.3

1.9

4.8

5.7

5.3

19.4

19.0

19.2

24.8

24.7

24.7

40.5

43.9

42.3

38.9

39.6

39.3

39.7

44.1

42.0

46.2

46.1

46.2

46.3

48.4

47.4

29.0

31.2

30.1

36.4

39.4

38.0

31.1

37.8

34.7

47.4

49.8

48.7

24.0

23.9

24.0

22.1

22.5

22.3

12.2

10.7

11.4

14.0

15.8

14.9

14.2

12.9

13.5

6.4

8.2

7.4

8.0

7.5

7.7

20.2

22.4

21.4

11.7

12.3

12.0

17.5

15.8

16.6

3.6

5.3

4.5

24.5

25.8

25.2

18.2

19.1

18.7

8.4

7.0

7.6

8.6

8.3

8.4

6.7

5.9

6.3

3.2

3.1

3.2

3.5

3.1

3.3

12.9

11.2

12.0

9.1

8.1

8.6

11.7

8.6

10.0

2.4

2.7

2.6

29.5

28.2

28.8

32.6

30.6

31.5

34.2

31.6

32.8

35.1

32.1

33.5

36.1

32.6

34.2

36.5

33.5

34.9

37.1

33.4

35.2

33.8

31.5

32.6

33.8

31.4

32.5

36.9

34.4

35.5

38.0

33.5

35.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

運
行

本
数

運
行

時
間

帯
行

き
先

運
賃

時
刻

表
・

路

線
図

等
の

運

行
情

報
案

内

運
行

時
刻

の

定
時

性
所

要
時

間

バ
ス

停
留

所

の
待

合
空

間

バ
ス

停
留

所

ま
で

の
距

離

他
の

交
通

機

関
と

の
乗

り

継
ぎ

乗
務

員
の

対

応
等

、
全

般

の
サ

ー
ビ

ス

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

39.5
16.2

3.0
5.5
5.4

4.7
3.4

4.3

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

運行本数
運行時間帯
運行ルート

運賃
鉄道との乗り継ぎ

待合環境
運行情報の提供

運行時刻の正確さ

運行本数 

運行時間帯 

行き先 

運賃 

時刻表・路線

図等の運行
情報案内 

運行時刻の
定時性 

所要時間 

バス停留所

の待合空間 

バス停留所
までの距離 

他の交通機

関との乗り
継ぎ 

乗務員の対
応等、全般の
サービス 
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（８）タクシーの利用実態について 

○タクシーの利用状況について、日常的に利用している方（週に１日以上）は 1.0％であり、「タク

シーは利用しない」との回答している非利用者は 64.4％となっている。 

○タクシーを利用しない理由として、「タクシーを利用する用事が特にないから」が 61.0％と最も

多く、次いで「自家用車のほうが便利だから」58.1％、「料金が高いから」21.7％となっている。 

○運行サービスの満足度について、比較的満足傾向にある項目では、「目的地までの速達性」「車両

の乗り心地・乗り降りのしやすさについて」が挙げられる。また、不満傾向にある項目では、「運

賃」「配車依頼時の迅速さ」となっている。 

 

■利用状況（市民アンケート調査） 

 

 

■路線バスを利用しない理由（市民アンケート調査） 

 

  

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.2

1.3

0.8

1.0

3.4

2.3

1.6

4.6

3.2

17.1

27.2

22.5

71.8

57.9

64.4

1.2

1.7

1.5

7.0

3.7

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日 月に１日程度

年に数回程度 タクシーは利用しない その他 無回答

59.6

60.5

1.2

22.9

1.5

2.5

0.6

5.1

2.9

2.9

62.5

55.5

1.1

20.4

0.9

0.7

0.5

4.4

2.6

2.1

61.0

58.1

1.2

21.7

1.2

1.6

0.6

4.8

2.8

2.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

タクシーを利用する用事が特にないから

自家用車のほうが便利だから

バスのほうが便利だから

料金が高いから

電話で呼び出すことに抵抗感があるから

呼んでもなかなか来ないから

タクシーの利用の仕方がわからないから

迎車料金がかかるから

その他

無回答

南房総市（N=1,305）

館山市（N=1,214）

地域全体（N=2,519）
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■運行サービスの満足度（市民アンケート調査） 

 

  

2.0

3.4

2.8

1.1

0.9

1.0

3.2

4.0

3.7

3.0

3.8

3.4

3.1

4.2

3.7

2.2

4.2

3.3

4.1

7.0

5.6

1.7

3.1

2.4

6.4

8.6

7.6

5.2

8.8

7.2

6.1

8.9

7.6

4.6

8.9

6.9

42.0

49.8

46.2

28.5

33.1

31.0

47.8

54.7

51.5

47.0

50.7

49.0

48.3

53.8

51.3

47.9

53.8

51.0

10.2

9.0

9.6

21.6

25.9

23.9

3.7

3.9

3.8

4.9

6.2

5.6

3.1

4.0

3.6

5.3

4.0

4.6

4.3

2.7

3.4

12.6

12.1

12.3

1.2

1.2

1.2

2.1

3.1

2.6

1.4

1.4

1.4

1.7

1.4

1.6

37.3

28.1

32.4

34.5

25.0

29.4

37.6

27.6

32.3

37.7

27.4

32.2

38.0

27.8

32.5

38.3

27.8

32.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

配
車

依
頼

時
の

迅
速

さ
運

賃
目

的
地

ま
で

の
速

達
性

運
転

手
の

対
応

車
両

の
乗

り
心

地
・

乗
り

降
り

の
し

や
す

さ
に

つ
い

て
全

般
の

サ
ー

ビ
ス

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

配車依頼時

の迅速さ 

運賃 

目的地まで
の速達性 

運転手の 
対応 

車両の乗り
心地・乗り降

りのしやす
さについて 

全般のサー

ビス 
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（９）今後の公共交通の維持・確保について 

○両市が行っているバス事業への行政負担額を示したのち、今後の公共交通の方向性について問い

たところ、「自家用車を運転できない高齢者等が増えるので、利用者負担や財政負担が増加して

も、現状の公共交通サービス水準を拡充させていくべき」が 40.3％と最も多く、次いで「現状と

同程度の財政負担の中で、運行の効率化等やれることに取り組み、可能な限り公共交通の維持に

努めるべき」が 30.8％となっている。 

○今後、自家用車の過度な利用に頼らない生活をしたいと思う方は、地域全体で 42.4％存在してお

り、そのためにできることとして、館山市では「自家用車の代わりに、自転車・オートバイを使

う」が 45.4％、南房総市では「買い物や通院などの際、たまには公共交通機関を使う」が 37.5%

とそれぞれ最も多くなっている。 

○高校生の意見として、鉄道の利用者を増やすための取組については「運行本数の増便」が 62.9％

と最も多く、次いで「駅構内や駅近くの商業施設、カフェなどの充実」32.1％、「駅構内や駅近く

で待ち時間に勉強やおしゃべりをして過ごせる空間の充実」26.0％となっている。 

○また、路線バスの利用者を増やすための取組については「通学定期券の割引率拡大や学生割引回

数券などを導入し、運賃負担を軽減する」が 31.4％と最も多く、次いで「運行本数の増便」29.0％、

「駅やバス停近くの商業施設、カフェなどの充実」15.6％となっている。 

 

■財政負担を踏まえ、今後、公共交通が取り組むべき方向性（市民アンケート調査） 

 
 

■自家用車の過度な利用に頼らない生活をしたいと思うか（市民アンケート調査） 

 

 

  

4.5

2.7

3.6

8.4

9.1

8.8

27.9

33.4

30.8

42.6

38.4

40.3

6.3

4.4

5.3

10.3

11.9

11.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

大半の人が自家用車で移動できるので、公共交通は必要ないと考える

沿線の人口の推移や利用状況により、路線の廃止や運行本数の減便を行い、財政負担を減らしていくべき

現状と同程度の財政負担の中で、運行の効率化等やれることに取り組み、可能な限り公共交通の維持に努めるべき

自家用車を運転できない高齢者等が増えるので、利用者負担や財政負担が増加しても、現状の公共交通サービス水準を拡充させていくべき

その他

無回答

12.9

11.5

12.1

27.4

32.9

30.3

20.7

16.6

18.5

10.0

8.5

9.2

29.0

30.6

29.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南房総市（N=1,818）

館山市（N=2,096）

地域全体（N=3,914）

そう思う できる限りしたいと思う 思わない どちらでもない 無回答
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■自家用車の過度な利用に頼らないためにできること（市民アンケート調査） 

 

 

■鉄道の利用者を増やすための取組（高校生アンケート調査） 

 

 

■路線バスの利用者を増やすための取組（高校生アンケート調査） 

 
  

10.6

37.5

33.2

24.6

5.3

10.5

6.7

7.1

28.3

45.4

30.8

2.5

8.4

4.5

8.7

32.4

40.0

28.0

3.7

9.3

5.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

通勤や通学の際、たまには公共交通機関を使う

買い物や通院などの際、たまには公共交通機関を使う

自家用車の代わりに、自転車・オートバイを使う

徒歩や自転車等で歩いて行ける場所に目的地を変える

徒歩や自転車、公共交通を使って移動できる場所に転居する

その他

無回答

南房総市（N=733）

館山市（N=929）

地域全体（N=1,662）

62.9

4.8

3.3

18.1

7.9

15.9

5.4

11.4

10.3

26.0

32.1

1.3

1.2

1.7

4.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

運行本数の増便

待ち合わせ時間の短縮等により所要時間の改善

館山駅での乗継時間改善

定期券以外の中高生向け割引切符販売

通学定期券代の補助

遅れ、運休時の確実な情報提供

遅れ、運休時の代行バス運行

部活動や習い事の終了時刻も考慮した列車の設定

乗り心地や座り心地がよい列車の導入

駅構内や駅近くで待ち時間に勉強やおしゃべりをして過ごせる空間の充実

駅構内や駅近くの商業施設、カフェなどの充実

駅周辺に駐輪場の整備

路線バスとの接続改善

地域住民やボランティアによる花植えや清掃など「私達の駅」という意識を高める活動

イベント列車の運行や鉄道に関連するイベントの開催

29.0

7.4

13.6

2.9

31.4

10.1

3.8

6.5

4.1

8.3

11.3

15.6

0.9

5.3

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

運行本数の増便

バスの運行ルートの新設・変更

バス運行時間帯（朝、夜間など）の拡大

鉄道や他のバス路線への接続時間改善

わかりやすい運賃制度

通学定期券の割引率拡大や学生割引回数券などを導入し、運賃負担を軽減する

通学定期券代の補助

バスの時刻表や停留所の位置などに関する情報発信を強化する

路線図や利用者の目的に合わせた時刻表の配布

バス停への屋根・ベンチ設置

駅やバス停近くで待ち時間に勉強やおしゃべりをして過ごせる空間の充実

駅やバス停近くの商業施設、カフェなどの充実

地域住民によるバス停の美化など 私達のバス を守る意識を高める活動

わかりやすいダイヤの設定
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（１０）今後の公共交通の在り方について 

○今後の公共交通の在り方について、効果的な利用促進への取り組みとしては「車両の小型化と集

落への乗り入れ」が 36.8%と最も多く、次いで「自家用車に頼らなくても生活できるまちづくり」

36.2％、「増便や運行時間帯の拡大」25.7%となっている。 

 

■効果的な利用促進への取組み（市民アンケート調査） 

 
  

23.7

7.8

18.6

39.4

22.2

11.7

3.0

7.8

8.9

1.1

13.2

3.2

5.7

1.2

2.2

1.2

9.4

3.5

9.1

40.1

5.2

2.1

9.4

27.4

9.4

19.9

34.6

24.4

9.4

3.5

8.1

8.6

0.9

12.6

3.6

5.1

0.9

2.6

1.1

9.2

3.6

11.6

32.7

6.9

0.0

11.9

25.7

8.6

19.3

36.8

23.4

10.5

3.3

7.9

8.8

1.0

12.9

3.4

5.4

1.0

2.4

1.1

9.3

3.6

10.4

36.2

6.1

1.0

10.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

増便や運行時間帯の拡大

発車時刻を一定にするなど、分かりやすいダイヤの設定

行きたい場所を通る路線の設定

車両の小型化と集落への乗り入れ

フリー乗降制度の導入

市内全域における鉄道、路線バス、高速バスの乗継円滑化

わかりやすい運賃体系の導入

路線バスにおけるICカードの導入

介助が必要な人への手助けを行うなど、乗務員のサービス向上

ホームページや広報誌等への電車・バス等の時刻表等掲載

高速バス、路線バスやコミュニティバス・乗合タクシー等の運行ルートや時刻表、

乗り方の案内等を掲載した公共交通マップの作成・配布

パソコン・スマートフォン等への時刻表、乗継情報（経路検索含む）等の提供

観光施設や商業施設等と連携した公共交通割引チケット等の発行

公共交通に関する意識向上を育むための地域懇談会やシンポジウム等の開催

公共交通を利用した通勤の呼びかけや「ノーマイカーデー」の実施

幼稚園や小中学生、高齢者等を対象としたバスの乗り方教室等の開催

バス停の待合環境（ベンチ、屋根の設置等）の改善

バス停の分かりやすい運行情報案内（時刻表、系統図等）の表示改善

駅やバス停における駐車場や駐輪場の設置

自家用車に頼らなくても生活できるまちづくり

バス車両のバリアフリー化

その他

無回答

南房総市（N=733）

館山市（N=929）

地域全体（N=1,662）
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（１１）集客施設利用者の移動ニーズについて 

○ハイウェイオアシス富楽里、枇杷倶楽部、和田浦ＷＡ・Ｏ！、アロハガーデン、館山駅、“渚の駅”

たてやまにて公共施設利用者調査を実施した。 

○施設訪問者の利用交通手段としては、「自家用車」が 73.3％と最も多く、次いで「高速バス」7.3％、

「鉄道」5.1％となっている。 

○自家用車利用者について、訪問時に公共交通を利用しない理由としては、「自動車のほうが便利

だから」が 88.5％と最も多く、次いで「自動車の所要時間が短いから」29.9％、「目的地に駐車場

が整備されており、自動車でも問題ないから」6.0％となっている。 

○公共交通利便性向上策としては、「JR 内房線特急列車の復活・増便」が 28.5％と最も多く、次い

で「高速バスの増便」24.7％、「列車の所要時間短縮」22.1％となっており、同じく 20％を超え

る項目として「鉄道・高速バスと路線バスの乗継改善」「観光地を結ぶ周遊バスの運行」も挙げら

れている。 

 

■訪問時の利用交通手段（公共施設利用者調査） 

 

 

■訪問時に公共交通を利用しない理由（公共施設利用者調査） 

 

 

■公共交通利便性向上策（公共施設利用者調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1 7.3 3.2

1.0

1.4

3.0 73.3 3.2 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域全体（N=521）

鉄道 高速バス 路線バス タクシー レンタカー 自転車 自家用車 オートバイ（原付含） その他

88.5

2.6

29.9

5.5

1.2

6.0

3.3

17.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自動車のほうが便利だから

鉄道やバスの運賃が高いから

自動車の所要時間が短いから

行きたい時間に鉄道やバスが運行していないから

鉄道やバスの利用の仕方がわからないから

目的地に駐車場が整備されており、自動車でも問題ないから

目的地に行く鉄道やバスが運行されていないから

その他

28.5

8.6

22.1

24.7

5.2

20.7

20.7

1.2

14.7

0.0 10.0 20.0 30.0

JR内房線特急列車の復活・増便

観光客向け列車の運行

列車の所要時間短縮

高速バスの増便

夜間の路線バス運行など、運行時間帯の改善

鉄道・高速バスと路線バスの乗継改善

観光地を結ぶ周遊バスの運行

自転車をそのまま積み込める列車やバスの運行

その他



 

49 

 

（１２）交通事業者・関係事業者ヒアリング 

■交通事業者ヒアリング 

≪鉄道≫ 

○平日の朝夕は通勤通学利用、日中は高齢者の利用が多く、土日休は観光客・学生が多い。 

○館山駅２階のテラス等、活用しきれていないスペースがあるため、イベントを行うなど駅に人が

集まる仕掛けづくりができないか検討したい。 

○行政窓口機能の一部を駅舎内観光案内所に設け、利便性の向上・にぎわいの創出ができると良い。 

○地域との連携による「地域間」「地域内」の観光交流の拡大を目指している。 

 

≪高速バス≫ 

○高速バスの需要は高いが、令和元年の台風被害以降利用者が減少している。 

○経営上の問題として、乗務員不足・台風被害後の収入減・維持管理費の増額等が懸念されている。 

○貨客混載事業を受入れているが、千葉市内に到着後、各店舗までの輸送方法が確立されていない。 

 

≪路線バス≫ 

○車両の老朽化、乗務員の高齢化が経営上の問題点である。 

○利用者の目的としては通院・買い物利用であるが、近年、安房神社、洲の崎神社を利用する観光

客が増えている。 

○観光を視野に入れた企画券の販売を共同で開発、運営を市と実施していきたい。 

 

≪タクシー≫ 

○乗務員不足、高齢化しているにもかかわらず、交替する乗務員の応募がない。 

○GPS による配車システムを導入したことにより、円滑な業務遂行が行われている。 

○“渚の駅”たてやまにクルーズ船が寄港するため、クルーズ観光と連携した二次交通の拡充を検

討したい。 

 

■関係事業者ヒアリング 

≪商業施設≫ 

○バス通りまで出ることが困難な方向けに、小回りの利く小型バスの運行が望ましい。 

○移動や買い物で足腰が疲れてしまうので、店と客をダイレクトに結ぶ仕組みが必要。 

○交通弱者への支援として、ホームページでバスの時刻表を確認できるようにしている。 

 

≪医療施設≫ 

○安房地域医療センターでは、透析患者のみの送迎バスを運行しており、稼働率は 90％超である。 

○公共交通が利用しづらい地域や路線の関係で、いつも乗り継ぐ方もいるので送迎サービスを利用

されることが多い。 

○待合室におけるバス接近情報等の発信や本数の増便が望まれている。 

 

≪その他関係団体≫ 

○館山駅等を結ぶルートのほか、要望に応じて観光施設等への送迎を行っている。（宿泊施設） 

○病院や商業施設、住宅地を結ぶ周遊バスが必要。（福祉関係団体） 

○田舎の魅力を持っているエリアと市内をつなぐことで移住・定住促進につながる。（NPO 団体） 

○館山からフラワーラインを通り抜ける路線がほしい。（観光協会） 
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（１３）住民意見交換会 

≪地域事情≫ 

○商業施設が年々閉店していき、買い物が困難である。（三芳地区、那古地区、西岬地区等） 

○館山病院の送迎は便利でサービスも良いが、スーパーへの路線がなく買い物に困る。（北条地区） 

○山荻集落で独居高齢者の草刈や買い物などを手伝う「お助け隊」が結成され活動中。（豊房地区） 

○近隣の館山病院が移転する予定となっており、移転後は通院の手段がなくなる。（館山地区） 

 

≪鉄道≫ 

○内房線（那古船形駅）はあまり使わない。使うのは学生くらい。 

○鉄道利用者用の駐車場がない。 

 

≪バス交通≫ 

○バリアフリー対応として、ノンステップ車両や小型バスに変更することで、利便性が向上するの

ではないか。 

○既存の路線バスを守り、集落内交通と分担していく必要がある。 

○ラストワンマイルとして、GSM 導入の関心は高い。 

○週に２回などでもよいので、決まった時間に集落内へバスの乗り入れを行ってほしい。 

○福祉部門と連携し、社会福祉協議会等の人員や車両を活用し、移動手段を確保すべき。 

○交通が不便で都会に帰ってしまった移住者もいる。 

○空白地解消のため、小さなバスで集落内を巡回してほしい。 

 

≪待合空間・環境≫ 

○バス停環境として、自転車やバイクを止めておく設備がほしい。 

○ゴミステーションに停留所を設置してはどうか。 

○屋根が整備されていれば友人と話して時間をつぶせる。 

○パーク＆ライドやサイクル＆ライドができれば、公共交通の利用率は上がる。 

 

■三芳地区（南房総市）             ■神戸地区（館山市） 
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（１４）広域幹線路線バス（市内線、白浜千倉館山線、南房州本線）乗降調査について 

①調査概要 

調 査 目 的 南房総市及び館山市を跨いで運行する路線バスのうち、地域間幹線である「市内

線」・「白浜千倉館山線」・「南房州本線」において、利用実態を把握するため、状況

調査を実施し、今後の交通計画の策定に有効なデータを集めることを目的とした。 

対 象 路 線 市内線、白浜千倉館山線、南房州本線 

実 施 期 間 【プレ調査】令和 2 年 11 月 19 日（木）～令和 2 年 11 月 30 日（月） 

【本調査】 令和 2 年 12 月 1 日（火）～令和 3 年 2 月 28 日（日） 

調 査 方 法 AI 機器を活用した乗降調査（画像認証による OD の取得が可能） 

対 象 車 両 全 16 台（市内線（4）、白浜千倉館山線（4）、南房州本線（8）） 

 

■結果概要 令和 2 年 12 月 1 日（火）～令和 3 年 2 月 28 日（日）【90 日間（平：58 休：32）】 

 上り 

 (人) 

下り 

 (人) 

日平均 

 (人/日) 

1 便当たり 

(人/日・便) 

平日 休日 平日 休日 平日 休日 平日 休日 

市内線 7,707 2,641 8,157 2,844 271.8 171.4 16.0 10.1 

白浜千倉館山線 2,348 872 2,536 976 84.2 57.8 7.0 4.8 

南房州本線 3,598 1,435 3,630 1,313 124.6 85.9 8.9 6.1 

※高速バス車両は調査対象外 

②AI 機器を活用した乗降調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■システム全体のイメージ 
乗降口に AI機器と接続したカメラを設置 

2週間程度の学習期間を設ける 

 

 

 

 

 

 

 

・乗車時、降車時に撮影（顔認証） 

・画像データが暗号に変換 
 （人間では解読不可能） 

 

・クラウド上に保存（調査期間のみ） 

AI学習により、利用者を識別することが可能（適合率：約 60％） 

 

 

 

 

・性別、年齢層、利用頻度の抽出によるニーズ分析 

・OD データ、実運行ダイヤデータの取得 

 

課題整理・ネットワーク案の検討に反映 

リアルタイムで乗降モニタリングが可

能 

 

 
※【市内線】【白浜千倉館山線】【南房州本線】乗降調査について 

●日頃より、路線バスをご利用いただきありがとうございます。 

●南房総市と館山市は、連携して地域公共交通の課題解決に取り組むべく、「南房

総・館山地域公共交通活性化協議会」を設立しています。 

●協議会では、利用者の利便性向上や持続可能な公共交通体系を目指した交通計

画を策定中です。本調査は、交通計画策定に必要な利用状況を把握するため、カ

メラを搭載して利用状況を把握するものです。 

 

実施期間：2020/11/19（木）～2021/1/31（日） 

 
●搭載しているカメラは AI 機能により、画像データから暗号に変換されデータベ

ース化されるため、個人が特定されることは一切ございません。 

●取得したデータは、法令に定められる場合を除き、第三者に提供することはなく、

使用目的以外に利用することはありません。皆様のご理解とご協力をお願いい

たします。 

南房総・館山地域公共交通活性化協議会 
（事務局：南房総市役所 企画財政課 電話０４７０－３３－１００１） 

■調査実施の案内広告 
（車両内、市 HP 等に掲載） 
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③市内線について 

 

 

 

 

 

【平日】 

○1 便当たり 16.0 人程度の利用 

 下り（館山航空隊⇒小浜） 上り（小浜⇒館山航空隊） 

乗車の多いバス停 館山駅、イオンタウン館山 館山駅、イオンタウン館山 

降車の多いバス停 館山駅、イオンタウン館山 館山駅、イオンタウン館山 

利用の多い OD 区間 「館山駅～イオンタウン館山」間 「館山駅～イオンタウン館山」間 

利用の少ない OD 区間 － 「小浜～船形港前」間 
 

 

 

図 市内線下り便（平日）の日平均乗降図・OD図 

(人/日) 

○日平均利用者数は平日で 270 人程度、休日で 170 人程度であり、調査対象３路線のうち最も利

用が多い。 

○他路線に比べて利用者数が多いことから、ニーズに合わせた利便性の向上や医療機関・商業施設

等との連携による増収・増客策が望まれる。 
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図 市内線上り便（平日）の日平均乗降図・OD図 

 

  

(人/日) 

■OD 図の見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「イオンタウン館山」で乗車し「館山駅」で降車した人数：調査期間中に 150 人存在 

・「那古」で乗車し「館山駅」で降車した人数：調査期間中に 85 人存在 
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【休日】 

○1 便当たり 10.1 人程度の利用 

 下り（館山航空隊⇒なむや） 上り（なむや⇒館山航空隊） 

乗車の多いバス停 館山駅、イオンタウン館山 館山駅、イオンタウン館山 

降車の多いバス停 館山駅、イオンタウン館山 館山駅、イオンタウン館山 

利用の多い OD 区間 「館山駅～イオンタウン館山」間 「館山駅～イオンタウン館山」間 

利用の少ない OD 区間 「崖観音前～なむや」間 「なむや～大房岬公園入口」間 
 

 

 

図 市内線下り便（休日）の日平均乗降図・OD図 

 

 

(人/日) 
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図 市内線上り便（休日）の日平均乗降図・OD図 

 

  

(人/日) 
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⑤南房州本線について 

 

 

 

 

 

【平日】 

○1 便当たり 8.9 人程度の利用 

 下り（館山駅⇒安房白浜） 上り（安房白浜⇒館山駅） 

乗車の多いバス停 館山駅、※洲の宮、館山病院前 ※洲の宮、館山病院前、安房佐野 

降車の多いバス停 相の浜、館山病院前、犬石 館山駅、館山病院前、※洲の宮 

利用の多い OD 区間 「館山駅～安房白浜」間 

「館山駅～相の浜」間 

「安房白浜～館山駅」間 

「洲の宮～館山駅」間 

利用の少ない OD 区間 － － 

 ※「洲の宮」バス停の乗降には、房南小学校児童を中心とした安房神戸～東光寺間の利用者を含む 

 

 

 

 

(人/日) 

○日平均利用者数は平日で 125 人程度、休日で 90 人程度であり、調査対象３路線のうち市内線に

次いで利用が多い。 

○観光客や県立館山運動公園利用者等への効果的な情報発信や運賃体系見直しによる高校生利用

者の獲得、集落からバス停までの移動手段確保等により、増収・増客を図り、路線の維持に努め

ることが望まれる。 

図 南房州本線下り便（平日）の日平均乗降図・OD図 
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図 南房州本線上り便（平日）の日平均乗降図・OD図 

  

(人/日) 
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【休日】 

○1 便当たり 6.1 人程度の利用 

 下り（館山駅⇒安房白浜） 上り（安房白浜⇒館山駅） 

乗車の多いバス停 館山駅、洲の宮、館山病院前 洲の宮、相の浜、館山病院前 

降車の多いバス停 相の浜、洲の宮、館山病院前 館山駅、洲の宮、相の浜 

利用の多い OD 区間 「館山駅～安房白浜」間 

「館山駅～相の浜」間 

「安房白浜～館山駅」間 

「安房神社前～館山駅」間 

利用の少ない OD 区間 － － 

※「洲の宮」バス停の乗降には、房南小学校児童を中心とした安房神戸～東光寺間の利用者を含む 

 

 

図 南房州本線下り便（休日）の日平均乗降図・OD図 

 

(人/日) 
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図 南房州本線上り便（休日）の日平均乗降図・OD図 

 

 

  

(人/日) 
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⑥白浜千倉館山線について 

 

 

 

 

 

【平日】 

○1 便当たり 7.0 人程度の利用 

 下り（館山駅⇒安房白浜） 上り（安房白浜⇒館山駅） 

乗車の多いバス停 館山駅、千倉駅、朝夷行政センター 安房白浜、千倉駅、乙浜 

降車の多いバス停 千倉駅、安房白浜、安房地域医療セ

ンター 

館山駅、千倉駅、安房地域医療セン

ター 

利用の多い OD 区間 「館山駅～安房地域医療センター」間 

「館山駅～千倉駅」間 

「安房白浜～千倉駅」間 

「安房白浜～館山駅」間 

利用の少ない OD 区間 － － 
 

 

 

 

 

(人/日) 

○日平均利用者数は平日で 85 人程度、休日で 60 人程度であり、調査対象３路線のうち最も利用

が少ない。 

○長大路線ではあるものの、乗換不要の便利さから館山市内の目的地までの通し利用も見られる

ほか、館山駅・千倉駅の両方向から安房地域医療センターへの利用もあるため、利用者ニーズを

把握し、より効率的な運行体系にしていくことが望まれる。 

図 白浜千倉館山線下り便（平日）の日平均乗降図・OD図 
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図 白浜千倉館山線下上り便（平日）の日平均乗降図・OD図 

  

(人/日) 
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【休日】 

○1 便当たり 4.8 人程度の利用 

 下り（館山駅⇒安房白浜） 上り（安房白浜⇒館山駅） 

乗車の多いバス停 館山駅、千倉駅、朝夷行政センター 安房白浜、千倉駅、朝夷行政センター 

降車の多いバス停 千倉駅、安房白浜、朝夷行政センター 館山駅、千倉駅、朝夷行政センター 

利用の多い OD 区間 「館山駅～安房白浜」間 「安房白浜～千倉駅」間 

「安房白浜～館山駅」間 

利用の少ない OD 区間 － － 
 

 

 

図 白浜千倉館山線下り便（休日）の日平均乗降図・OD図 

 

(人/日) 
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図 白浜千倉館山線上り便（休日）の日平均乗降図・OD図 

 

  

(人/日) 
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６ 地域公共交通に関する課題 

 

 

 

 

 

 

  

■社会情勢の変化 

 

 

 

 

 

 

■地域住民及び公共交通利用者のニーズ把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■上位・関連計画 

 

 

 

 

 
■南房総・館山地域の課題整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域公共交通の現状 

 

 

 

 

 

 

 

○地域内人口は、年少人口・生産年齢人口は減少、老年人口は増加している。人口分布では、館山市は中心市街地である北条・館
山地区、南房総市は千倉地区に人口割合が集中している。 

○高齢化の状況として３人に１人以上が 65 歳以上の高齢者であり、今後も高齢化の進展や若年層の人口流出等の要因により、少子高
齢化の深刻化が懸念される。 

○主な交通手段は自動車であり、県と比較して地域全体で 34.2 ポイント高い。また、バスの選択率は県平均より 11.6 ポイント低い。 
○免許返納件数については近年増加傾向であり、平成 26 年度実績より比較すると約 2.5 倍に増加している。 
○商業施設、医療施設、公共施設、教育施設は概ねバス路線上に立地している。 
○地域内には、９つの「道の駅」や「”渚の駅”たてやま」等の交流拠点をはじめ、海岸沿いを中心に魅力的な観光資源が多い南房総・

館山地域には毎年多くの観光客が訪れている。 
○地域公共交通を維持するうえで、新型コロナウイルスの感染拡大や、令和元年度の台風被害により遠のいた観光需要の回復が重要。 
○2020 年１月に国内で初めて新型コロナウイルス感染者が確認されて以降、全国への感染が拡大した。エッセンシャルワーカーとし

て地域住民の「くらしの足」を守る公共交通事業者にとって、感染拡大は経営危機に直結している。 

 概況 利用状況等 

鉄道 JR 内房線が運行されている。地域内に９駅所在 
（うち４駅無人駅） 

各駅とも利用減少が著しい 

高速バス 東京・新宿・千葉・横浜方面に運行中 利用者は増加傾向だったが、新型コロナの影響により減
少に転じた 

路線バス 館山駅から放射状に 8 路線運行中 
※うち 1 路線は行政補助なし 

利用者は減少傾向、補助金額は増加傾向 
ニーズ把握した上での路線見直しが急務 

市営バス 南房総市内で 4 路線運行中 
※うち 2 路線はスクール混乗路線 

富山線は減少傾向だが、それ以外は横ばい 

タクシー 地域内 6 事業者が車両 42 台を保有 
※うち、ジャンボタクシー2 台 

利用者減と乗務員不足で厳しい状況  
新型コロナの影響を大きく受けている 

施設送迎 病院、宿泊施設、自動車教習所等が独自で送迎車両を運行 コストや人手不足の問題等から、厳しい運営状況の施設
も存在している 

海上交通 「“渚の駅”たてやま」に高速ジェット船（季節運航）や
クルーズ客船等が寄港 

新型コロナの影響による寄港回数、観光客の減少 

○地域公共交通活性化再生法の改正により、地方自治体はじめ、地域が自ら公共交通ネットワークをデザインし、主体的に移動手段の
維持・確保を図るという方針が明確化された。 

 

○館山市地域公共交通網形成計画 
○南房総市地域公共交通計画 
○第４次館山市総合計画 
○館山市都市計画マスタープラン 
○第２次南房総市総合計画 
○南房総地域半島振興計画 

○買物時の交通手段としては、「自分で車を運転」60.1％、「家族による送迎」10.4％であり、「路線バス」の利用率は地域全体で 4.8％
（南房総市 7.9％、館山市 2.2％）となっている。 

○通院時の交通手段としては、「自分で車を運転」の割合が買い物時と比較して極端に減少し、「家族による送迎」や「鉄道」「タクシ
ー」「路線バス」等、公共交通の分担率が多くなっている。 

○買い物先では、「イオンタウン館山」と南房総・館山地域内に複数店舗存在している「おどや」「尾張屋」等が多く利用されている。 
○通院先では、館山市にある「安房地域医療センター」と鴨川市にある「亀田総合病院」が多く利用されている。 
○主に買い物目的で利用されている路線は、「丸線」「洲の崎線」「市内線」であり、通院目的では、「富山線」「館山鴨川線」「白浜千倉

館山線」で多い傾向にある。 
○運転への負担として、比較的、南房総市民のほうが運転に苦痛・不安を感じている方が多く、公共交通サービスの不足等により、運

転をせざるを得ない状況となっている。 
○今後の公共交通の維持・確保について、「自家用車を運転できない高齢者等が増えるので、利用者負担や財政負担が増加しても、現

状の公共交通サービス水準を拡充させていくべき」が最も多い。 
○高校生の意見として、鉄道の利用者を増やすための取り組みについては「運行本数の増便」、路線バスの利用者を増やすための取り

組みについては「通学定期券の割引率拡大や学生割引回数券などを導入し、運賃負担を軽減する」が最も多い。 
○今後の効果的な利用促進への取り組みとしては「車両の小型化と集落への乗り入れ」「自家用車に頼らなくても生活できるまちづく

り」が主に挙げられている。 
○来訪者のニーズとして、効果的な公共交通利便性向上策では、「JR 内房線特急列車の復活・増便」「鉄道・高速バスと路線バスの乗継

改善」「観光地を結ぶ周遊バスの運行」等が挙げられている。 
▼圏内公共交通の利用状況・・・（外出時に公共交通がなく困る方（11.0％）） 

 日常利用(週 1 日以上) 改善を求むサービス  日常利用(週 1 日以上) 改善を求むサービス 

鉄道 3.2％ 運行本数の増便 路線バス 3.8％ 運行本数の増便 
高速バス 1.4％ 運行時間帯の拡大 タクシー 1.0％ 運賃 

 

■交通事業者・関連事業者 

 

 

 

 

 

 

 

■住民意見交換会 

 

 

 

 

 

 

 

【交通事業者】 
○地域との連携による「地域間」

「地域内」の観光交流の拡大
を目指している。（鉄道） 

○車両の老朽化、乗務員の高齢
化が経営上の問題点（バス） 

○観光を視野に入れた企画券の
販売を共同で開発、運営を行
政と実施したい。（バス） 

○クルーズ観光と連携した二次
交通の拡充を検討したい。（タ
クシー） 

【関連事業者】 
○交通弱者への支援として、HP

上でバスの時刻表を掲載して
いる。（商業） 

○待合室におけるバス接近情報
等の発信がほしい。（医療） 

○商業施設が年々閉店してい
き、買い物が困難である。 

○バス停環境として、自転車や
バイクを止めておく設備がほ
しい。 

○バリアフリー対応として、ノ
ンステップ車両や小型バスに
変更することで、利便性が向
上するのではないか。 

○市役所にタクシーが待機して
ほしい。 

○ゴミステーションに停留所を
設置してはどうか。 

○ラストワンマイルとして、
GSM 導入の関心は高い。 

○買物・通院がメインであるた
め目的に応じた整備が必要。 

 

①高齢者（買い物・通院）や通学利用者の移動手段の確保 

③地域特性に応じた交通サービスの提供 

④一次交通と二次交通の接続利便性の向上 

⑤観光二次交通の確保による観光需要呼び戻しへの寄与 

⑥公共交通全般に関する情報発信の強化 

②過度な自家用車利用の抑制 
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７ 南房総・館山地域における地域公共交通計画の基本理念・基本方針 

 

（１）基本理念・基本方針 

 地域公共交通の課題に対応するため、２市の公共交通計画におけるポイントを踏まえ、本計画の基

本理念と６つの基本方針を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本理念】 

 

 

 

 

【基本方針】 

 

 

 

 

 

  

南房総市地域公共交通計画のポイント 
●幹線・支線の明確化による運行の効率化 
●分散型都市構造を支える交通結節機能強化 
●全ての交通モードの有効活用 
●住民・来訪者の二次交通の利便性確保 

※策定中 

館山市地域公共交通網形成計画のポイント 
●市街地における回遊性の向上 
●隣接自治体との広域的な連携の推進 
●地域主体の交通システム構築 
●観光二次交通の整備・確保 
●鉄道駅や交通結節点の機能強化 

館山市・南房総市定住自立圏構想 

●圏域内の交通ネットワークを維持・整備し、生活交通を確保するため自治体が連携して公共

交通の充実に向けた取組を目指す 

 

 
【南房総市】 

生活圏をともにする連携市 

【館山市】 

南房総地域の中心的な役割 

方針 
１ 

生活圏をともにする２市の移動需要を支える公共交通ネットワークの再構築 

方針 
２ 

地域輸送資源を総動員した、効果的で効率的な運行の実現 

方針 
３ 

交通結節点のサービス水準向上による、利用しやすい環境づくり 

方針 
４ 

観光ニーズに対応した魅力のある二次交通の整備 

方針 
５ 

地域自らがデザインした地域主体の取組による持続可能な交通システムの導入 

南房総・館山地域の課題 
①高齢者（買い物・通院）や通学利用者の移動手段の確保 
②過度な自家用車利用の抑制 
③地域特性に応じた交通サービスの提供 
④一次交通と二次交通の接続利便性の向上 
⑤観光二次交通の確保による観光需要呼び戻しへの寄与 
⑥公共交通全般に関する情報発信の強化 

方針 
６ 

公共交通をもっと利用してもらうための市民の意識改革と行動変容の推進 

地域住民の生活を守り、地域の活性化を図る社会基盤となる 
圏域一体型の公共交通ネットワークの実現 
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（２）公共交通の機能分担 

公共交通ネットワークの方向性は、既存の公共交通網を有効に活用し、広域交通（鉄道・高速バス）、

館山駅から放射状に延びる地域間幹線系統（路線バス）、地域内路線（路線バス）、フィーダー交通（各

市運営路線）及び補完交通（ラストワンマイル輸送）の５段階に機能分担を図る。 

交通結節点としては、鉄道駅、安房白浜駅、医療機関、公共施設、商業施設等を位置づける。また、

既存公共交通ネットワークを基本としながら、これらを補完する新たな交通システムを導入し、公共

交通機関相互の接続・連携により、地域住民の生活交通、更に来訪者の二次交通としても機能させ、

利便性向上と効率的な運行を目指す。 

 

■地域公共交通システムの機能分担 

機能分類 役割分担 対応公共交通システム 

広域交通 ○木更津・千葉方面、アクアラインを経由し
て東京へ連絡し、地域の骨格形成軸の路線 

○通勤・通学、買物、観光など多様な目的に
対応 

JR 内房線、高速バス 
フェリー、高速ジェット船 

地域間幹線系統 ○地域内の骨格放射路線 
○通勤・通学、通院、買物、観光など多様な

目的に対応 

JR 内房線、市内線、南房州
本線、館山鴨川線 

地域内路線 ○市内の生活路線及び観光路線 
○広域交通に接続、地域間路線を補完 
○市内の地区間・拠点間を連絡し、分散する

市街地の連携強化・一体化 

白浜千倉館山線、豊房線、 
洲の崎線、丸線、平群線 

フィーダー交通 ○上記に記した鉄道やバス路線の末端部や
市街地エリアにおける移動を支える手段 

富浦線、富山線、丸山線、北
三原線 
館山市街地循環バス 

補完交通 

（ラストワンマイル

輸送） 

○上記交通システムを補完し、主に高齢者・
交通弱者のために少量個別輸送を担う移
動手段 

タクシー、移動支援サービ
ス、福祉タクシー、地縁交通
(地域の共助)、交通空白地有
償運送、観光交通、ｸﾞﾘｰﾝｽﾛ
ｰﾓﾋﾞﾘﾃｨ 等 

交通結節点 ○上記交通システムの連携拠点で、待合空間
の整備・乗継ぎ情報の提供等の機能強化を
図るべき拠点 

館山駅、千倉駅、安房白浜駅、
三芳分庁舎、医療機関・商業
施設 等 

 

■輸送力と需要密度との関係による市内各公共交通の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

需要密度 

 

フィーダー交通 

地域間幹線系統 

広域交通 輸
送
力 

補完交通（ラストワンマイル輸送） 

鉄道、高速バス 

高速ジェット船 

 
 

鉄道 

路線バス 

（2 市、鴨川市、鋸南町） 

地域内路線 
路線バス、市営路線バス 

市街地循環バス 

タクシー 

移動支援サービス 

ｸﾞﾘｰﾝｽﾛｰﾓﾋﾞﾘﾃｨ 
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（３）計画期間 

令和３年から令和７年までの５年とする。 

 

 
2020 

(R2) 

2021 

(R3) 

2022 

(R4) 

2023 

(R5) 

2024 

(R6) 

2025 

(R7) 

2026 

(R8) 

2027 

(R9) 

2028 

(R10) 

2029 

(R11) 

2030 

(R12) 

南房総市 
           

館山市 
           

本計画            

 

■将来ネットワーク（イメージ） 

 

 

  

改定・見直し 2021～2025 

改定・見直し 2020～2025 

改定・見直し 2021～2025 

鋸南町、アクアライン 

鴨川市 

東京 



 

68 

 

８ 計画の目標と評価指標 

 

（１）計画目標 

 ６つの基本方針を実現するため、達成すべき計画の目標を下記のとおり定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

（２）評価指標と目標値 

 計画の目標に応じた評価指標を以下の通り設定し、目標値を定めた。 

■評価指標と目標値 

評価指標 指標の定義 
現況値 

（2019） 
目標値 

（2025） 

公共交通利用者数 ・圏域内バス路線の年間利用者数 

・１日あたりの鉄道駅利用者数（有人駅） 

・高速バスの年間利用者数 

347 千人 

3,123 人/日 

913 千人 

現状維持 

年間観光客数 ・道の駅等の主要観光施設の年間観光入

込客数 
7,013 千人 現状維持 

移動困難者の割合 ・市民アンケート調査における公共交通

利用に困っている人の割合 
11.0％ 5.0％未満 

運転免許証返納件数 ・運転免許証返納件数 361 件 700 件 

交通結節点の機能強化 ・交通結節点の整備・機能強化（バス待

ち環境整備等） 
なし ５箇所 

財政負担額 ・地域内バス路線における２市の補助金 79,851 千円 現状維持 

収支率 ・地域間幹線系統 ※鉄道は除く 

・地域内路線 ※洲の崎線は除く 

62.0％ 

27.5％ 
現状維持 

目標 
１ 

利用する人にわかりやすく、利便性の高い公共交通ネットワークの実現 

目標 
４ 

観光産業との連携による、圏域の活性化及び地域路線の維持 

目標 
２ 

各路線の役割分担を明確にした、幹線・支線一体的なネットワークの形成 

目標 
３ 

乗継利便性の確保・向上を目指した、交通結節点の機能整備 

目標 
５ 

住民、交通事業者、行政との協働による持続可能なまちづくり 

目標 
６ 

より公共交通に親しんでもらい、利用してもらうための取組展開 
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■基本方針に基づく計画の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【基本理念】地域住民の生活を守り、地域の活性化を図る社会基盤となる圏域一体型の公共交通ネットワークの実現 

地域公共交通を取り巻く課題 

高齢者（買い物・通院）や通学利用者

の移動手段の確保 

一次交通と二次交通の接続利便性の

向上 

観光二次交通の確保による観光需要

呼び戻しへの寄与 

過度な自家用車利用の抑制 

基本方針 

地域輸送資源を総動員した、効果的で

効率的な運行の実現 

交通結節点のサービス水準向上によ

る、利用しやすい環境づくり 

観光ニーズに対応した魅力のある二

次交通の整備 

地域公共交通計画の目標 

利用する人にわかりやすく、利便性の

高い公共交通ネットワークの実現 

観光産業との連携による、圏域の活性

化及び地域路線の維持 

各路線の役割分担を明確にした、幹

線・支線一体的なネットワークの形成 

乗継利便性の確保・向上を目指した、

交通結節点の機能整備 

住民、交通事業者、行政との協働によ

る持続可能なまちづくり 

より公共交通に親しんでもらい、利用

してもらうための取組展開 



 

70 

 

９ 実施事業及び実施主体 

 

（１）実施事業 

 

 

 

事業概要 

・圏域を放射状にネットワークする地域間幹線系統については、利用実態や市民移動

ニーズ等を考慮し、見直し・維持を図る。 

■路線別の実施事業内容 

①市内線 

○既存路線との重複区間の解消、安房地域医療センター・館
山バイパス沿道施設アクセス向上等を考慮するとともに、
実証運行を行った市街地循環バス導入の効果を見極めなが
ら運行ルートの見直しを図る。 

②南房州本線 
○引き続き路線を確保・維持する。また、路線情報（ダイ

ヤ・運賃・割引等）についての効果的な発信やより使いや
すいダイヤ・運賃体系などについて取り組み、増収・増客
を図る。 

③館山鴨川線 

 

 ■ネットワークイメージ 

  

実施主体 館山市、南房総市、バス事業者 

実施時期 

事業 2021 2022 2023 2024 2025 

①市内線      

②南房州本線      

③館山鴨川線      

事業 
１ 

地域間幹線系統（バス路線）の維持（市内線、南房州本線、館山鴨川線） 

【市内線】 
・ルート変更やダイヤ改

正等による利便性向上 

【南房州本線】 
・路線維持および地域内

交通との接続強化 

【市内線】 
・市街地循環バス

との機能分担 

【館山鴨川線】 
・路線の維持および地域

内交通との接続強化 

 

協議・検証 

利用促進・ニーズ調査 

利用促進・ニーズ調査 

路線見直し 
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事業概要 

・地域内路線については、利用実態や市民移動ニーズ等を考慮し、長大路線の見直し

やラストワンマイルの取組等による再編を図る。 

■路線別の実施事業内容 

①白浜千倉館山線 
○平成 31 年 3 月の路線再編後の利用状況やニーズを検証

し、効率的に路線を維持するための方策を検討していく。 

②豊房線 

○主な利用者である高齢者がより利用しやすくするため、
車両を小型化し、集落内にこまめに乗り入れる形態への
転換を地域住民とともに検討し、新たな交通システムへ
移行させる。 

・住民の利用意向の把握 
・住民と協働し、見直し案を策定 
・車両の小型化 
・集落内へのこまめな乗入 

 

 ■ネットワークイメージ 

  

実施主体 館山市、南房総市、バス事業者、タクシー事業者 

実施時期 

事業 2021 2022 2023 2024 2025 

①白浜千倉館山線      

②豊房線      

 

事業 
２ 

地域内路線の再編および有効活用（白浜千倉館山線、豊房線） 

【白浜千倉館山線】 
・千倉駅における路線の

分断及び千倉駅～館山
市内区間の見直し検討 

【ラストワンマイル対策】 
・補完交通の整備による

幹線系統への接続 

協議・検証 

協議・検証 

路線見直し 

路線見直し 
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事業概要 

・令和 2 年度に実施した実証運行の結果を踏まえ、館山駅～那古地区～三芳分庁舎～

安房地域医療センター～館山駅の環状系統と、三芳分庁舎以遠各地区を巡る系統に

分離することも検討する。 

・環状系統はアクセスできる施設等の増加、三芳分庁舎以遠の系統は地区内をこまめ

に巡回する等のサービス向上を図り、利用者の増と財政支出の減少を目指す。 

 

■再編ルート案 

 

実施主体 館山市、南房総市、バス事業者 

実施時期 

事業 2021 2022 2023 2024 2025 

①丸線・平群線の見直し      
 

事業 
３ 

地域内路線の再編及び有効活用（丸線・平群線の見直し） 

【丸・平群線】 
・三芳分庁舎を基点とした

路線再編 
【丸・平群線】 
・環状運行による利便性・

回遊性の向上 

実証運行（速報値：1/18（月）～2/28（日）の 42 日間） 

 上り (人) 下り (人) 日平均 (人) 1 便当たり (人) 

丸線 676 470 27.3 2.5 

平群線 143 100 5.8 0.7 

小型車 203(右回り) 213(左回り) 9.9 1.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議・検証 路線見直し 
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実証期間 ：令和３年１月 18 日（月）～３月 14 日（日） 

運行ルート： 

丸線 （細田・川谷～三芳分庁舎～那古海岸通り～館山駅） 

平群線（平群車庫～三芳分庁舎～医療センター～館山駅） 

小型車（館山駅～医療センター～三芳分庁舎～那古海岸通り～館山駅） 

 

≪丸線・平群線の変更期間中の運行ルート≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●丸線乗降図（上図；上り、下図：下り） 
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●平群線乗降図（上図；上り、下図：下り） 

 

 
 

 

●小型車乗降図（上図；右回り、下図：左回り） 
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事業概要 

①館山駅前広場の再整備による安全で分かりやすい環境の創出 

・市の玄関口となる館山駅は様々な交通手段が接続する地域の

交通拠点であるが、駅前広場内の交通機能レイアウトや待合環

境が整っていないため、分かりやすく利用しやすい環境整備を

行い、乗継利便性の向上や人が集える空間づくりを行う。 

 

 

②安房白浜駅の更なる利用促進・活性化のための機能強化 

・白浜コミュニティセンターの隣地に、地域住民及び来訪者の利

便性及び安全性を向上させるため、交通結節点となるバスター

ミナルと P＆BR 駐車場が整備されており、更なる利用促進及

び来訪者の呼び戻しによる白浜地区の活性化のための機能強

化を図る。 

 

 

③三芳分庁舎の整備 

・廃止代替バス路線の交通結節点として三芳分庁舎（三芳地域セ

ンター）を検討し、乗換による負担感の軽減策を取り入れなが

ら待合環境の整備等を行う。 

 

 

④集客施設や道の駅等の整備 

・域内９箇所の道の駅の中には、有事の防災拠点として、例えば

停電時に非常用電源による情報発信や、帰宅困難者への物資配

給等の機能を有することから、公共交通の結節点のみならず、

自家用車も含めた交通結節点としての機能強化を図る。 

・また、日常的な移動で利用頻度の高い商業施設や医療施設等の

集客施設においても同様の機能を持たせ、バス交通の利便性向

上を図る。 

・主な交通結節点については、乗り継ぎたい交通手段についての

リアルタイムな運行情報を提供するバスロケーションシステ

ムの導入を検討する。 

実施主体 館山市、南房総市、バス事業者、集客施設事業者、道の駅 

実施時期 

事業 2021 2022 2023 2024 2025 

①館山駅前広場の再整備による安

全で分かりやすい環境の創出 
  

 
  

②安房白浜駅の更なる利用促進・

活性化のための機能強化 
 

 
   

③三芳分庁舎の整備      

④集客施設や道の駅等の整備  
 

   

  

事業 
４ 

交通結節点の機能強化 

■館山駅前広場 

■安房白浜駅 

■三芳分庁舎 

■イオンタウン館山 

協議・検証 路線見直し 

検討・実施 

合意形成後、実施 

合意形成後、実施 
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事業概要 

①フィーダー交通・補完交通の活用促進 

・館山市街地循環バスの本格運行を実施し、館山市街地エリアの回遊性を高めること

で、市街地の各施設や店舗等へ便利に移動できる環境を整備する。 

・南房総市営バスの運行を維持し、幹線系統と一体で地域の移動手段を確保する。 

・路線バスや市営路線バスの停留所から少し離れた集落（交通空白地域）に居住して

いる方々の利便性向上を図るため、地域間幹線系統や地域内路線の停留所や商業施

設への交通手段を確保し、外出しやすい移動環境を整備する。 

・また、タクシーは自宅から目的地までドア・ツー・ドアで移動でき、きめ細かな対

応が可能であるため、利用促進に向けて、市ホームページや「公共交通マップ」な

どにより、タクシーサービスの周知を図る。 

 

 

②新たな移動システムの導入検討 

・持続可能な交通システムの構築として、新たな移

動システムでありグリーンスローモビリティ等を

活用した地域主体の取組みによる検討も進める。 

・当面はシニアカーや電動アシスト三輪車等を用い

た簡易なシステムとし、将来的には自動運転シス

テムによるスマートモビリティの導入を目指す。 

・一部の交通空白地域では、新たな移動システム導

入だけでなく、タクシー利用による移動手段の確

保についても検討する。 

 

 

③多様な地域輸送資源の活用によるラストワンマイル対策 

・路線バスでカバーできない地区等において、無料の医療送迎や自家用車有償運送、

スクールバス混乗化など、あらゆる地域の輸送資源と連携し、近くのバス停や施設

までのラストワンマイルとして活用を検討する。 

 

 

 

実施主体 館山市、南房総市、地元関連団体 

実施時期 

事業 2021 2022 2023 2024 2025 

①フィーダー交通・補完交通の活

用促進 
  

 
  

②新たな移動システムの導入検討    
  

③多様な地域輸送資源の活用によ

るラストワンマイル対策 
     

事業 
５ 

フィーダー交通・補完交通の推進 

■グリーンスローモビリティ 

■スクールバス ■医療送迎バス 

協議・検証 本格運行 実証運行・見直し検討 

検討・実施 

検討・実施 
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事業概要 

①観光産業と連携した交通体系の構築 

・グリーンスローモビリティや自転車など、様々なモ

ードを活用し、地域内をストレスなく楽しく巡れる

ような観光二次交通の整備を行い、スムーズな移動

を確保する。 

・エリア内での回遊性向上・移動手段の確保を目的と

し、地域内 9 つの道の駅等を結ぶ周遊バスの運行を

検討する。必要に応じ実証運行を行いながら、自家

用車が無くても地域の魅力を満喫できるような仕

組みづくりに取組む。 

・宿泊施設や観光施設を周遊し、チェックイン・チェッ

クアウトを考慮したダイヤ編成、ラッピング、観光ア

テンダントの同乗等を検討し、観光客が乗りたくな

るような楽しいバスに仕立て、付加価値を高める。 

  

 

②サイクルツーリズムとの連携 

・B.B.BASE や「サイクルラックバス」の活用などを通

じ、公共交通との連携で誰もが気軽にサイクリング

を楽しめる環境整備に取り組む。 

 

 

③企画乗車券や ICT 活用による利便性向上 

・エリア内の鉄道やバス、その他の移動手段を共通の

チケットで乗車できるようにするなど、更なる利便

性向上に向けた取組に着手する。 

 

 

④効果的な情報発信による利用促進 

・近年、路線バスや鉄道の旅を取り上げたテレビ番組

が人気であることや、新型コロナウイルスの影響で

「家にいながら旅気分を味わえる」動画等が好評で

あることから、国内外に影響力のあるインフルエン

サー等を活用した動画制作などを行い、公共交通利

用による地域の魅力提案を通じた利用促進を図る。 

実施主体 館山市、南房総市、バス事業者、観光事業者等関係団体 

実施時期 

事業 2021 2022 2023 2024 2025 

①観光産業と連携した交通体系の

構築 
     

②サイクルツーリズムとの連携   
 

  

③企画乗車券や ICT 活用による利

便性向上 

 
    

④効果的な情報発信による利用促進      

事業 
６ 

観光ニーズに対応した交通体系の構築 

■B.B.BASE 

■サイクルラックバス 

■オープントップバス 

■館山港に寄港したクルーズ
船 

検討・実施 

検討・実施 

検討・実施 

検討・実施 
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事業概要 

①官民連携による利用促進策の展開 

・2021 年 3 月の「内房線・外房線直通ロングラン

列車」の導入を契機として、JR 東日本、千葉県

及び沿線市町との広域連携による観光需要の取

り込み・利用促進策を検討する。 

・鉄道利用を促進する企画切符などの周知 PR、各

種イベントの開催などにより利用促進を図る。 

 
 
②内房線ならではのコンテンツの発掘・PR 
・鉄道事業者や内房線沿線地域の地元事業者と協力体制を確立し、観光振興・利用促

進に向けて地域資源の特産物等を活かした PR や企画ツアーの検討など、利用促進
の取組みを行い、更なる誘客を図る。 

 
 
③JR 東日本と市民や高校生との連携による駅の美化活動等の展開 
・地域に愛される駅、自らが守っていく駅を目指し、地域住民を巻き込んだ「清掃活

動」や「花いっぱい運動」等の事業展開により、魅力のある駅の景観形成を図る。 
 
 
④無人駅（那古船形駅、和田浦駅等）の利活用 
・地域の賑わいの場、交通結節点として機能させる

べく、鉄道事業者や地域住民等と連携し、地域の
拠点となるだけでなく、行ってみたくなるような
場づくり等、利活用の方策を検討する。 

 
 

⑤利用ニーズを踏まえた利用環境の改善 

・駅利用者の高齢化や観光ニーズに対応すべく、利

用者の安全確保に向けた取組や運行ダイヤの見

直し、バリアフリー対応に向け、今後も「千葉県

JR 線複線化等期成同盟」を通じて、県への要望

活動を行う。 

・改札からスムーズにホームに行ける構造に改築

するなどのバリアフリー対応を行い、なるべく

段差等のバリアがない駅構造とするよう鉄道事

業者と調整を行う。（跨線橋の撤去） 

実施主体 鉄道事業者、千葉県、館山市、南房総市、地域住民、民間協力事業者 

実施時期 

事業 2021 2022 2023 2024 2025 

①官民連携による利用促進策の展開 
 

  
 

 

②内房線ならではのコンテンツの

発掘・PR 
 

  
 

 

③JR 東日本と市民や高校生との連

携による駅の美化活動等の展開 

 
    

④無人駅（那古船形駅、和田浦駅

等）の利活用 
  

 
  

⑤利用ニーズを踏まえた利用環境

の改善 
 

 
   

事業 
７ 

鉄道（JR内房線の安全性確保・利便性向上）の利用促進 

■新型車両（E131 系） 

■富浦駅の跨線橋 

■那古船形駅  ■和田浦駅 

事業実施 調整・検討 

企画立案 事業実施 

検討・実施 

検討・実施 

要望活動 
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事業概要 

①利便性向上策の検討 

・広域交通である高速バスと、エリア内の路線バスや鉄道との接続強化を図り、快適

な待合空間の提供とともに、来訪者が公共交通を利用しやすい環境づくりを行う。 

・生活交通の確保及び利便性向上のため、現状で都市部方面は乗車のみ、館山・白浜

方面は降車のみとなっている高速バスについて、エリア内相互間の利用も可能とす

ることにより、既存公共交通網の補完・拡充を図る。 
 
 

②情報発信の強化 

・高速バス利用者は年々増加傾向にあったが、令和

元年度の台風被害や昨今の新型コロナウイルス

感染症拡大の影響を受け、利用者の減少が予想

される。また、以前から都市部での周知不足が課

題となっていたため、現状認知度が低い地域外

の方への PR 強化等により利用客の呼び戻しを

図る。 

 

 

③貨客混載事業 

・高速バスの空いた荷物スペースを活用し、その日

に取れた鮮魚や野菜を都市部に運搬することで、 

生産者の販路拡大やバス事業者の収益確保を図るとともに、地域の魅力を都市部に

発信するきっかけとする。 

実施主体 バス事業者、館山市、南房総市、民間協力事業者 

実施時期 

事業 2021 2022 2023 2024 2025 

①利便性向上策の検討      

②情報発信の強化  
 

   

③貨客混載事業  
 

 
 

 

 

  

事業 
８ 

高速バスの利用促進 

■白浜オーシャンリゾート HP 

検討・実施 

検討・実施 

協議・検討 事業実施 
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事業概要 

①IC カードの導入検討 

・今後のインバウンドも含めた観光需要の回復や

決済技術の進歩等を見据え、使い勝手の良いキ

ャッシュレスシステムの導入を、官民一体とな

って検討していく。 

 

 

 

②地域版 MaaS（アナログ MaaS）の取組み 

・地域版 MaaS の導入検討として、高齢者や高校生

が公共交通を便利に使えるような定額パス等の

導入や、観光客や来訪者の利便性向上に向けた

環境整備（Web 上での路線情報等整備や観光客

向けフリーパスの導入など）を行う。 

・また、医療や介護に伴う移動支援として、AI 機器

を用いた顔認証によるシステム管理・サービス

提供の導入に向けた研究活動を行う。 

 

 

③公共交通に関する情報の「見える化」推進 

・時刻や運賃、利用方法などに関する利用者の不安

を払拭し、より多くの人に安心して公共交通を

利用してもらうため、公共交通マップの見直し

や各種情報の効果的な発信、デジタルサイネー

ジの導入等を進め、「見える化」の推進を図る。 

 

 

④モビリティ・マネジメントの取組み 

・子ども向けに、公共交通に親しんでもらうための

イベント開催など、公共交通を大切にする心を

育むとともに、公共交通を利用する習慣を身に

つけることを目指した公共交通の乗り方教室を

実施する。 

実施主体 館山市、南房総市、交通事業者 

実施時期 

事業 2021 2022 2023 2024 2025 

①IC カードの導入検討  
 

  
 

②地域版 MaaS（アナログ MaaS）
の取組み 

 
  

 
 

③公共交通に関する情報の「見え

る化」推進 
 

 
   

④モビリティ・マネジメントの取
組み 

     

事業 
９ 

利用しやすい・利用したいと感じてもらえる環境の整備 

■IC カード決済 

■デジタルサイネージ 

■バスの乗り方教室 
（日東交通：袖ケ浦市） 

■MaaS 事例（つくば市） 

キャッシュレス導入 協議・検討 

事業実施 計画立案 

検討・実施 

検討・実施 
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（２）実施スケジュール一覧 

実施事業 実施主体 
実施時期 

2021 
(R3) 

2022 
(R4) 

2023 
(R5) 

2024 
(R6) 

2025 
(R7) 

≪事業１≫ 
地域間幹線系統（バス路線）の維持（市内線、南房州本線、館山鴨川線） 

 

①市内線 

館山市 
南房総市 
バス事業者 

 
 

 
 

 

②南房州本線   
   

③館山鴨川線   
 

  

≪事業２≫ 
 地域内路線の再編および有効活用（白浜千倉館山線、豊房線） 

 

①白浜千倉館山線 館山市 
南房総市 
バス事業者 
タクシー事業者 

 
 

  
 

②豊房線    
 

 

≪事業３≫ 
 地域内路線の再編及び有効活用（丸線・平群線の見直し） 

 ①丸線・平群線の見直し 
館山市 
南房総市 
バス事業者 

 
 

   

≪事業４≫ 
 交通結節点の機能強化 

 

①館山駅前広場の再整備による安全で分
かりやすい環境の創出 

館山市 
南房総市 
バス事業者 
集客施設事業者 
道の駅 

 
 

   

②安房白浜駅の更なる利用促進・活性化の
ための機能強化 

 
 

   

③三芳分庁舎の整備  
 

   

④集客施設や道の駅等の整備  
 

   

≪事業５≫ 
 フィーダー交通(富浦線、富山線、丸山線、北三原線、館山市街地循環)・補完交通の推進 

 

①フィーダー交通・補完交通の活用促進 

館山市 
南房総市 
地元関連団体 

  
 

  

②新たな移動システムの導入検討  
 

  
 

③多様な地域輸送資源の活用によるラス
トワンマイル対策 

     

≪事業６≫ 
 観光ニーズに対応した交通体系の構築 

 

①観光産業と連携した交通体系の構築 

館山市 
南房総市 
バス事業者
観光事業者
等関連団体 

 
    

②イベント企画乗車券   
 

  

③企画乗車券や ICT 活用による利便性向上   
 

  

④効果的な情報発信による利用促進   
 

  

協議・検証 

利用促進・ニーズ調査 

路線見直し 

利用促進・ニーズ調査 

協議・検証 路線見直し 

協議 
検証 

路線見直し 

協議 

検証 
路線見直し 

検討・実施 

合意形成後、実施 

協議 
検証 

路線見直し 

合意形成後、実施 

本格 
運行 

協議・検証 
実証運行 

見直し検討 

検討・実施 

検討・実施 

検討・実施 

検討・実施 

検討・実施 

検討・実施 
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実施事業 実施主体 
実施時期 

2021 
(R3) 

2022 
(R4) 

2023 
(R5) 

2024 
(R6) 

2025 
(R7) 

≪事業７≫ 
 鉄道（JR 内房線の利便性向上）の利用促進 

 

①官民連携による利用促進策の展開 

鉄道事業者 
千葉県 
館山市 
南房総市 
地域住民 
民間協力事業者 

 
  

 
 

②内房線ならではのコンテンツの発掘・PR    
 

 

③JR 東日本と市民や高校生との連携によ
る駅の美化活動等の展開 

 
 

   

④無人駅（那古船形駅、和田浦駅等）の利
活用 

  
 

  

⑤利用ニーズを踏まえた利用環境の改善 
 

    

≪事業８≫ 
 高速バスの利用促進 

 

①利便性向上策の検討 

バス事業者 
館山市 
南房総市 

 
 

   

②情報発信の強化      

③貨客混載事業 
  

   

≪事業９≫ 
 利用しやすい・利用したいと感じてもらえる環境の整備 

 

①IC カードの導入検討 

館山市 
南房総市 
交通事業者 

 
 

 
 

 

②地域版 MaaS（アナログ MaaS）の取組み  
 

   

③公共交通に関する情報の「見える化」推進      

④モビリティ・マネジメントの取組み 
 

    

  

事業実施 
調整 
検討 

検討・実施 

要望活動 

事業実施 
企画 
立案 

検討・実施 

協議・検討 事業実施 

検討・実施 

検討・実施 

キャッシュレス導入 

事業実施 計画立案 

協議・検討 

検討・実施 

検討・実施 
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10 計画の進捗状況の評価と進行管理 

 

（１）計画の実施及び進行管理の体制 

市の財政負担に制約がある中で、持続可能で利便性の高い公共交通の構築・維持を図るためには、

交通事業者の自助努力や行政の支援だけでなく、地域住民自らが公共交通を「みんなで創り、守り、

育てる」という意識を持って関っていくことが重要となる。 

市民・来訪者の移動の足を確保する公共交通システムを、魅力ある、使いやすいものとしていくた

めに、地域住民、交通事業者、行政それぞれが抱える課題について共通認識を持ち、一体となって取

り組んでいくことが必要不可欠である。 

地域の多様な主体との協働・連携を図りながら、次のような役割分担のもと、各事業に取り組むた

めの体制づくりを進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通事業者 

・安全で快適なサービスの提供 

・利用促進に向けた取組 

・市の実施事業への協力 

 

 

 

地域住民 

・公共交通に対する理解 

・公共交通の利用 

・イベントや会議等への参加 

 

南房総・館山地域公共交通会議 

 

・ＰＤＣＡサイクルによる事業進捗の評価 

・公共交通の現状把握・評価、課題等の検証 

・公共交通の運行方針、ルート、ダイヤ等の調整 

・利用促進に向けた取組 

国・県 警察 道路管理者 

交通事業者 住民・利用者代表 

南房総市・館山市 

・市民ニーズの把握、検証 

・公共交通の利用促進ＰＲ、その他関係情報の

発信 

・一定範囲内での財政支援（補助金等） 

 

運行サービスの提供 

■本計画推進のための地域住民・交通事業者・行政による協働・連携体制 

 

利用、理解・協力 

意見 

提案 
 

利
用
促
進
・
意
識
啓
発
の
た
め
の 

情
報
発
信
・
各
種
事
業
の
実
施 

 

要
望
意
見
や
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加 

提案 

調整 

報告 

提案 

各
種
事
業
の
実
施 

運
行
等
に
係
る
財
政
支
援 

館山市地域公共交通会議 

・広域計画との調整・整合 

南房総市地域公共交通活性化協議会 

・広域計画との調整・整合 

提案 
調整 

提案 

調整 

連携 連携 
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（２）PDCAサイクルによる施策の推進 

 「南房総・館山地域公共交通計画」の推進にあたり、交通事業者の運転手の高齢化や担い手不足な

どにより、公共交通ネットワークの維持・確保が困難な状況にある中で、今後さらに進展する人口減

少における交通事業者の生産性向上へ向けた、移動の仕組みや自動運転などの先進技術開発など「人

の移動」に関する社会情勢は大きく変革することが予想される。 

 特に、当該地域においては自家用車の依存度が高く、公共交通を成立することが厳しい地域であり、

人口減少や高齢化が進展する中で、多様な地域輸送資源の活用や共存・連携により、継続的に評価・

検証し、地域公共交通計画の見直しが求められる。 

 このため、社会情勢を踏まえ、目標の達成状況や利用状況などを評価し、必要に応じて見直し、改

善する「PDCA サイクル」の仕組みにより進行管理を実施し目標の達成を目指す。 

 本計画の PDCA サイクルの実行は、「南房総・館山地域公共交通活性化協議会」において実施し、施

策に係る全ての関係者（地域住民、交通事業者、行政など）が施策効果の検証結果を共有する。 

 評価・検証については、「毎年実施する PDCA」と、「計画の最終年度に実施する目標達成度に対す

る PDCA」による二重の組み合わせで進行管理を行うとともに、「館山市地域公共交通会議」「南房総

市地域公共交通活性化協議会」と調整を図りながら運営する。 

 

 

■PDCA サイクルの概念 

 

  

Plan：計画

南房総・館山地域公共交通

計画・見直し

Do：実施

計画に基づく事業の実施

Check：評価

事業実施状況や取り組み
による目標達成状況を評

価・検証

Action：改善

取り組みの評価の結果に

応じて、改善策を検討

南房総・館山地域 
公共交通活性化協議会 

計画策定 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 次期計画 

P 

D 

C 

A 

P 

D 

C 

A 

P 

D 

C 

A 

P 

D 

C 

A 

P 

D 

C 

A P 

D C 

A 
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（３）評価方法及びスケジュール 

 計画最終年度においては、毎年実施する事業者からの提供による利用実績や地域住民の公共交通に

関する満足度・移動行動等についての各種アンケート調査を踏まえ、計画全体及び公共交通体系の評

価を実施し、実施施策の見直し及び新たな施策を追加し、次年度に計画を改定する。 

なお、事業による効果を評価するために、必要に応じて計画期間の中間年度に当たる令和５年度に

計画全体及び公共交通体系の評価を行うものとする。 

公共交通機関の利用状況及び計画に定めた事業の実施結果に関する評価については、毎年度行うも

のとする。 

■評価スケジュール 

 
2020 

(R2) 

2021 

(R3) 

2022 

(R4) 

2023 

(R5) 

2024 

(R6) 

2025 

(R7) 

①地域公共交通活性化協議会の開催 ● ● ● ● ● ● 

②公共交通利用者数の把握 ● ● ● ● ● ● 

③住民アンケート調査    ●  ● 

④公共交通利用者アンケート調査    ●  ● 

⑤実施事業の評価 ● ● ● ● ● ● 

⑥計画の評価    ○  ● 

⑦公共交通体系の評価    ○  ● 

⑧公共交通体系の見直し ○ ○ ○ ○ ○ ● 

●実施  ○必要に応じて実施 
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（４）クロスセクターベネフィットの視点 

➀現行の南房総市のタクシー助成を代替とした場合のクロスセクター分析 

地域幹線系統の路線が廃止された場合の代替手段として、タクシー券配布による対応が考えられる。

そのため、現在、南房総市で実施しているタクシー助成（高齢者が対象）を代替施策とした場合の、

クロスセクター効果を算出する。以下の結果より、対象路線が廃止となった場合のクロスセクター効

果は、年間約 1,420 万円と算出された。 

試算結果として、クロスセクター効果がプラスであることを踏まえると、現在の地域幹線系統のバ

ス路線の負担額は、交通分野における「単なる赤字補填」ではなく、「地域を支える効果的な支出」と

考えられる。 

現状のタクシー助成事業は高齢者が対象のため、高齢者以外の年齢層は交通手段を失うことになる。

そのため、これを回避するために、廃止代替路線としてのコミュニティバスの運行やラストワンマイ

ル対策等による新たな手段が必要となる。 

 

※分野別代替費用として考慮しなかった項目 

   ○通勤通学利用者に対する代替手段に対する負担項目 

   ○数値化が困難な項目 

分野 行政負担項目 

定住促進 人口流出対策、定住支援事業   等 

福祉 さらなる介護予防事業 

まちづくり 駐車場整備 

コミュニティ さらなる外出支援事業 

 

■地域幹線系統のバス路線が廃止となった場合のクロスセクター効果額 

 

 

 

 

 

 

 

    金額（万円） 

財政支出（Ａ）  2,620  

分野別代替費用（Ｂ）  4,040 

  医療 650 

  商業 380  

  福祉 170  

 観光 1,330 

  財政 110  

  交通安全 1,400  

クロスセクター効果 

（Ｂ－Ａ） 
＋1,420 

クロスセクター効果 1,420万円 
分野別代替費用－公共交通への財政支出 

【分野別代替費用】 

公共交通が存在することにより、軽減

されている行財政負担項目の総費用 

（4,040 万円） 

【公共交通への財政支出】 

館山市・南房総市による地域幹線

系統の路線バスへの赤字補助額 

（約 2,620 万円） 

※通勤通学対応の駐車場整備費用を加算すると 

4,340 万円 
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②全年齢層を対象としたタクシー助成を代替とした場合のクロスセクター分析 

高齢者を対象としたタクシー助成では、全年齢をカバーできないため、年齢に関係なく、タクシー

券配布を代替施策とした場合、クロスセクター効果を算出する。以下の結果より、対象路線が廃止と

なった場合のクロスセクター効果は、年間約 1,940 万円と算出された。 

試算結果として、クロスセクター効果がプラスであることを踏まえると、現在の地域幹線系統のバ

ス路線の負担額は、交通分野における「単なる赤字補填」ではなく、「地域を支える効果的な支出」

と考えられる。 

通院、買い物による路線バス利用の代替施策として、年齢に関係なくタクシー助成を想定している。

そのため、タクシー助成の対象を拡大することになるため、今回想定したエリア外からの利用も発生

し、費用が増大するとともに、他のバス路線の利用者減少にも及ぼす可能性が懸念される。 

 

  ※分野別代替費用として考慮しなかった項目 

   ○通勤通学利用者に対する代替手段に対する負担項目 

   ○数値化が困難な項目 

分野 行政負担項目 

定住促進 人口流出対策、定住支援事業   等 

福祉 さらなる介護予防事業 

まちづくり 駐車場整備 

コミュニティ さらなる外出支援事業 

 

■地域幹線系統のバス路線が廃止となった場合のクロスセクター効果額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    金額（万円） 

財政支出（Ａ）  2,620  

分野別代替費用（Ｂ）  4,560 

  医療 770 

  商業 590  

  福祉 360  

 観光 1,330 

  財政 110  

  交通安全 1,400  

クロスセクター効果 

（Ｂ－Ａ） 
＋1,940 

   

クロスセクター効果 1,940万円 
分野別代替費用－公共交通への財政支出 

【分野別代替費用】 

公共交通が存在することにより、軽減

されている行財政負担項目の総費用 

（4,560 万円） 

【公共交通への財政支出】 

館山市・南房総市による地域幹線

系統の路線バスへの赤字補助額 

（約 2,620 万円） 

※通勤通学対応の駐車場整備費用を加算すると 

4,860 万円 
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編 集  館山市  総合政策部企画課 

南房総市 総務部企画財政課 


